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ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
戦

包パ
オ

の
「
爆
砕
」
で
始
ま
っ
た

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
日
ソ
航
空
戦
で
は
地
上
戦
と
ち
が
い
、
日
本
空
軍
が
ソ
連
空
軍
を
圧
倒
し
つ
づ
け
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
主
と
し
て
当

時
の
新
聞
報
道
を
通
じ
て
渗
透
し
た
。
華
々
し
い
報
道
記
事
の
実
例
を
、
い
く
つ
か
の
新
聞
み
だ
し
で
眺
め
て
み
よ
う
。

「
外
蒙
機
と
空
中
戦　

寡
勢
7
機
を
撃
墜　

日
満
軍
の
輝
く
戦
果
」（
昭
和
14
年
5
月
24
日
付
読
売
新
聞
）

「
前
代
未
聞
の
大
空
中
戦　

戦
果
絶
大
」（
6
月
28
日
付
朝
日
新
聞
）

「
輝
し
き
我
陸
鷲
の
戦
果　

敵
一
千
百
一
を
撃
墜
」（
8
月
27
日
付
朝
日
新
聞
）

他
に
も
篠
原
准
尉
に
代
表
さ
れ
る
エ
ー
ス
た
ち
の
功
名
談
、
敵
中
に
不
時
着
し
た
隊
長
機
や
僚
友
を
救
出
す
る
美
談
が
紙
面
を
賑
わ
せ

一
〇
七
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て
い
る
。

珍
ら
し
く
陸
軍
省
が
死
傷
一
万
八
千
と
い
う
数
字
を
公
表
し
た
の
で
、
地
上
戦
で
か
な
り
の
犠
牲
が
出
た
こ
と
を
察
知
し
て
い
た
国
民

ば
か
り
で
な
く
、
陸
軍
部
内
で
も
航
空
戦
だ
け
は
例
外
的
勝
利
だ
と
思
い
こ
ん
だ
ふ
し
が
あ
る
。
そ
の
残
像
は
戦
後
期
に
な
っ
て
も
、
し

ば
ら
く
は
消
え
な
か
っ
た
。

飛
行
第
24
戦
隊
長
だ
っ
た
檮ゆ
す
は
ら原

秀
見
少
佐
が
「
確
実
撃
墜
じ
つ
に
千
二
百
機
を
こ
え
、
わ
が
方
の
損
害
は
五
十
機
足
ら
ず
…
…
類
例
の

な
い
嘘
の
よ
う
な
事
実
」
と
揚
言
し
、『
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
の
荒
鷲
』（
一
九
四
一
）
と
い
う
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
書
い
た
従
軍
記
者
の
入
江
徳

郎
が
「
空
中
戦
で
は
文
句
な
し
に
圧
倒
し
て
い
た
」
と
回
想
し
た
の
は
、
二
十
年
後
の
一
九
五
八
年
で
あ
る
（
1
）

。

一
九
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
戦
史
叢
書
の
執
筆
者
生
田
惇
は
、
冷
静
な
筆
致
で
航
空
戦
の
経
過
を
記
述
し
、「
空
中
戦
の
輝
か
し
い
戦

果
」
と
評
し
つ
つ
も
「
不
敗
の
戦
闘
隊
で
は
あ
っ
て
も
、
決
勝
の
戦
闘
隊
で
な
か
っ
た
（
2
）

」
と
屈
折
し
た
表
現
で
し
め
く
く
っ
た
。

よ
り
率
直
な
本
音
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
以
降
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
飛
行
第
11
戦
隊
に
属
し
、
ほ
ぼ
全
期
間

を
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
戦
っ
た
滝
山
和や
ま
と

大
尉
は
、「
初
期
は
楽
勝
、
中
期
は
五
分
五
分
、
後
期
は
苦
戦
」
と
か
「
や
っ
と
生
き

残
っ
た
な
と
い
う
実
感
、
後
期
は
負
け
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
（
3
）

」
と
語
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
滝
山
の
示
唆
に
従
っ
て
、
次
の
よ
う
な
時
期
区
分
を
立
て
、
航
空
戦
の
実
態
を
日
ソ
双
方
の
情
報
を
つ
き
あ
わ
せ
觀
察
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

初
期
（
第
一
期
）
5
月
13
日
〜
6
月
16
日

中
期
（
第
二
期
）
6
月
17
日
〜
8
月
17
日

後
期
（
第
三
期
）
8
月
18
日
〜
9
月
15
日

一
〇
八
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こ
れ
を
地
上
戦
の
推
移
に
対
比
さ
せ
る
と
、
前
期
は
発
端
の
小
競
り
合
い
か
ら
東
捜
索
隊
が
全
滅
し
た
第
一
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
、
中

期
は
第
二
十
三
師
団
の
ハ
ル
ハ
渡
河
攻
撃
と
ひ
き
つ
づ
く
東
岸
の
攻
防
戦
を
経
た
七
月
下
旬
の
大
砲
兵
戦
、
後
期
は
ソ
蒙
軍
の
八
月
攻
勢

か
ら
停
戦
の
日
ま
で
に
相
当
す
る
。

し
か
し
航
空
戦
と
地
上
戦
は
同
時
進
行
し
て
い
る
か
に
見
え
て
も
、
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
は
必
ら
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
戦
場
感
覚
が
チ
グ

ハ
グ
に
な
る
場
合
も
珍
ら
し
く
な
い
。

初
期
の
航
空
戦
で
は
日
本
側
が
優
勢
だ
っ
た
の
に
、
地
上
戦
は
劣
勢
で
終
っ
た
し
、
後
期
の
八
月
攻
勢
で
は
ソ
連
軍
の
重
囲
に
落
ち
た

地
上
部
隊
が
ほ
ぼ
全
滅
し
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
司
令
官
が
作
戦
終
了
を
宣
言
し
た
と
き
、
第
二
飛
行
集
団
司
令
部
は
「
敵
空
軍
の
大
半
を
撃
滅

…
…
九
月
初
頭
に
至
り
其
活
動
を
全
く
封
殺
し
（
4
）

」
と
見
当
ち
が
い
の
楽
觀
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
た
。

ま
ず
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
初
頭
に
お
け
る
飛
行
集
団
の
行
動
経
過
を
概
觀
す
る
が
、
あ
い
つ
ぐ
勝
報
の
か
げ
で
、
早
く
も
越
境
攻
撃
と
地
上

直
協
と
い
う
二
つ
の
難
題
が
登
場
し
て
い
る

に
注
目
し
た
い
。

小
松
原
第
二
十
三
師
団
長
が
前
々
日
か
ら
ハ
ル
ハ
河
を
「
越
境
」
し
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
撃
破
す
る
た
め
東
支
隊
を
出
動
さ
せ
た
い

と
関
東
軍
司
令
部
へ
要
請
し
た
の
は
五
月
十
三
日
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
き
だ
ち
、
師
団
が
同
じ
ハ
イ
ラ
ル
に
駐
屯
す
る
戦
闘
機
の
飛
行
第

24
戦
隊
へ
協
力
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
戦
隊
長
の
松
村
黄
次
郎
中
佐
は
「
我
々
は
偵
察
や
地
上
部
隊
と
の
協
力
の
た
め
に
訓
練
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
敵
航
空
機
と
戦
闘
す
る
た
め
（
5
）

」
だ
と
い
う
理
由
で
要
請
を
拒
絶
し
て
い
る
。

し
か
し
関
東
軍
は
出
動
を
認
可
し
、
小
松
原
の
要
望
を
容
れ
て
第
二
飛
行
集
団
に
所
属
す
る
24
戦
隊
（
九
七
式
戦
闘
機
一
九
機
）
と
チ
チ

ハ
ル
に
い
た
飛
行
第
10
戦
隊
（
九
七
式
司
令
部
偵
察
機
、
九
八
式
軽
爆
撃
機
各
六
機
）
か
ら
成
る
「
臨
時
飛
行
隊
」（
長
は
田
副
登
10
戦
隊
長
）
を

第
二
十
三
師
団
長
の
指
揮
下
に
入
れ
、
地
上
作
戦
に
協
力
す
る
よ
う
命
令
し
た
。

一
〇
九
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10
戦
隊
が
忠
実
に
直
協
任
務
を
遂
行
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、
ソ
蒙
側
の
記
録
で
判
明
す
る
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
に
よ
れ
ば
十
四
日
、

日
本
機
が
数
回
飛
來
し
、
午
後
に
二
機
が
ハ
ル
ハ
東
岸
に
進
出
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
国
境
警
備
隊
の
集
結
地
を
襲
撃
し
て
、
馬
一
頭
を
殺

害
し
た
。
こ
の
日
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
前
進
し
た
東
支
隊
は
翌
十
五
日
、
ノ
ロ
高
地
付
近
で
包
囲
攻
撃
を
企
て
た
が
、
交
戦
を
避
け
た
モ
ン
ゴ

ル
警
備
隊
は
西
岸
に
退
散
し
て
し
ま
う
。

日
本
の
軽
爆
五
機
が
西
岸
の
国
境
警
備
隊
第
七
哨
所
本
部
に
約
六
〇
発
の
爆
弾
を
投
下
し
、
戦
死
二
名
、
負
傷
者
約
二
〇
名
の
損
害
を

出
し
（
6
）

た
の
は
十
五
日
の
正
午
過
ぎ
だ
っ
た
。
10
戦
隊
の
戦
闘
詳
報
は
残
っ
て
い
な
い
が
断
片
的
情
報
だ
と
、
調し

ら
べ

正
三
中
尉
が
指
揮
す
る
10

戦
隊
の
軽
爆
が
東
岸
か
ら
退
却
し
た
ら
し
い
モ
ン
ゴ
ル
兵
が
集
ま
っ
て
い
た
二
〇
棟
の
「
包パ
オ

」（
モ
ン
ゴ
ル
式
の
テ
ン
ト
）
を
爆
撃
、
三
〇

〜
四
〇
人
を
粉
砕
し
た
と
さ
れ
る
。

中
期
以
降
に
激
化
し
た
彼
我
の
爆
撃
に
比
べ
る
と
き
わ
め
て
小
規
模
に
す
ぎ
な
い
が
、
ソ
連
側
は
日
本
軍
の
「
侵
略
性
」
を
裏
づ
け
る

証
拠
と
見
な
し
た
。
東
京
裁
判
に
体
験
者
の
チ
ョ
グ
ド
ン
第
七
哨
所
長
を
出
廷
さ
せ
、
モ
ン
ゴ
ル
語
↓
ロ
シ
ア
語
↓
英
語
↓
日
本
語
と
三

重
通
訳
の
煩
を
い
と
わ
ず
、
委
細
を
証
言
さ
せ
て
い
る
（
7
）

。

こ
の
明
白
な
越
境
爆
撃
は
戦
隊
本
部
以
上
の
レ
ベ
ル
が
命
じ
た
の
か
、
東
岸
か
ら
西
岸
へ
退
却
す
る
モ
ン
ゴ
ル
兵
の
集
団
を
目
撃
し
た

調
編
隊
長
の
独
断
行
動
だ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
。
戦
史
叢
書
の
執
筆
者
西
原
征
夫
元
大
佐
は
、
お
そ
ら
く
後
者
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ

れ
で
も
中
期
に
入
っ
て
ソ
連
機
の
カ
ン
ジ
ュ
ル
廟
（
6
月
17
日
）、
ア
ム
グ
ロ
、
ア
ル
シ
ャ
ン
（
6
月
19
日
）
へ
の
満
領
内
爆
撃
を
誘
発
し
、

そ
れ
が
日
本
空
軍
の
タ
ム
ス
ク
大
空
襲
（
6
月
27
日
）
の
口
実
を
与
え
、
さ
ら
に
ソ
連
機
の
フ
ラ
ル
キ
爆
撃
（
7
月
16
日
）
に
つ
な
が
る
連

鎖
関
係
に
注
目
す
る
（
8
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
航
空
隊
で
上
下
を
通
じ
、
国
境
觀
念
が
稀
薄
だ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
停
戦
直
後
に
ソ
連
側
は
モ
ン

一
一
〇
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ゴ
ル
領
で
収
容
し
た
日
本
軍
飛
行
士
の
遺
体
五
五
人
（
全
戦
死
者
の
四
割
以
上
）
を
引
き
渡
し
た
。
地
上
部
隊
は
ハ
ル
ハ
河
東
岸
で
戦
い
つ

づ
け
た
の
に
、
日
本
航
空
隊
の
主
戦
場
は
西
岸
上
空
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
し
、
航
空
に
よ
る
地
上
支
援
の
不
足
を
示
唆
す

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

九
七
戦
が
圧
勝
し
た
日
々

航
空
戦
の
任
務
は
制
空
権
の
確
保
を
め
ざ
し
飛
行
機
同
士
が
渡
り
あ
う
航
空
撃
滅
戦
と
、
地
上
部
隊
を
支
援
す
る
地
上
直
協
作
戦
に
大

別
さ
れ
る
が
、
日
本
軍
は
前
者
、
ソ
連
軍
は
後
者
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

ソ
連
空
軍
の
全
機
種
が
地
上
直
協
に
参
加
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
空
軍
は
襲
撃
機
の
よ
う
な
専
用
機
種
を
持
た
ず
、
主
力
を
占
め

る
戦
闘
機
は
空
中
格
闘
戦
で
の
勝
利
に
し
か
関
心
が
な
く
、
偵
察
や
対
地
射
撃
の
訓
練
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
典
型
で
あ
る
松
村
中
佐
の
24
戦
隊
が
最
初
の
好
機
に
遭
遇
し
た
の
は
、
五
月
二
十
日
と
二
十
一
日
で
、
Ｒ
5
型
偵
察
襲
撃
機
（
日

本
側
は
エ
ル
ゼ
ッ
ト
型
と
呼
称
）
各
一
機
を
撃
墜
（
ソ
連
側
記
録
に
は
な
い
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
空
軍
機
か
と
推
定
）
し
た
。
二
十
二
日
に
は
戦
闘
機

同
士
の
初
空
戦
で
イ
15
、
イ
16
戦
闘
機
三
機
（
実
は
一
機
）
を
撃
墜
、
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日
に
は
増
援
の
飛
行
第
11
戦
隊
機
を
加
え
、

数
十
機
単
位
の
格
闘
戦
で
四
五
機
撃
墜
と
報
告
し
て
い
る
。
戦
後
に
判
明
し
た
ソ
蒙
空
軍
の
損
失
は
戦
闘
機
一
五
機
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
一
一

名
で
、
五
月
二
十
日
か
ら
の
累
計
は
二
一
機
に
達
し
た
（
9
）

。

日
本
側
は
被
弾
し
て
敵
中
の
草
原
に
落
下
傘
降
下
し
た
光
富
中
尉
を
長
谷
川
少
尉
が
近
く
に
着
陸
救
出
し
た
だ
け
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

損
失
は
な
か
っ
た
の
で
「
わ
が
戦
闘
隊
の
圧
勝
（
10
）

」
に
ち
が
い
な
い
。

折
か
ら
ハ
ル
ハ
河
東
岸
に
進
出
し
て
き
た
ソ
蒙
軍
を
撃
破
し
よ
う
と
小
松
原
が
派
遣
し
た
山
県
支
隊
は
苦
戦
中
で
、
東
捜
索
隊
は

二
十
九
日
に
は
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
二
十
八
日
朝
、
ハ
ル
ハ
河
上
空
で
イ
15
の
「
全
機
撃
墜
」
シ
ー
ン
を
支
隊
の
全
員
が
歓
呼
し
つ
つ

一
一
一
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望
見
し
て
い
る
（
11
）

が
、
空
戦
の
勝
利
は
地
上
戦
に
は
ま
っ
た
く
影
響
し
な
か
っ
た
し
、
戦
闘
隊
が
反
省
し
た
よ
う
す
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

後
も
関
東
軍
は
無
電
を
活
用
す
る
空
地
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
進
め
よ
う
と
も
せ
ず
、
飛
行
集
団
の
航
空
撃
滅
戦
へ
の
傾
斜
は
強
ま
る

一
方
だ
っ
た
。

無
敵
を
誇
っ
た
九
七
戦
の
飛
行
士
が
最
初
の
犠
牲
者
を
出
し
た
の
は
、
中
期
（
第
二
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
）
の
航
空
戦
が
再
開
さ
れ
た
六
月

二
十
二
日
の
空
戦
で
あ
る
。
五
四
機
の
九
七
戦
と
一
〇
五
機
の
イ
15
、
イ
16
群
と
組
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
の
混
戦
と
な
り
、
双
方
は
戦
果
を
49

機
（
日
）、
31
機
（
ソ
）
と
発
表
し
た
が
、
実
際
の
損
失
は
ソ
が
17
機
（
11
人
）、
日
が
6
機
（
4
人
）
だ
っ
た
。

ソ
側
は
再
建
過
程
に
あ
っ
た
全
力
を
投
入
し
た
の
だ
が
、
初
陣
の
ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
中
尉
は
「
経
験
と
編
隊
飛
行
訓
練
の
不
足
」「
わ

が
飛
行
中
隊
の
戦
闘
ぶ
り
は
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
」
と
感
じ
た
。
そ
れ
に
比
し
「
九
七
戦
は
イ
15
や
イ
16
よ
り
も
優
秀
で
と
く
に
そ
の
操

縦
性
能
は
鷹
の
よ
う
に
軽
快
」「
し
か
も
そ
の
戦
法
は
巧
妙
を
き
わ
め
て
い
た
」
が
、
遠
か
ら
ず
彼
ら
を
追
い
抜
き
、
や
が
て
勝
利
を
（
12
）

」

と
彼
は
心
に
誓
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
も
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
は
連
日
の
よ
う
に
激
し
い
空
戦
が
く
り
返
さ
れ
る
な
か
で
、
九
七
戦
は
依
然
と
し
て
優
位
は
保
っ
た
が
、
地

上
戦
と
の
連
係
に
配
慮
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
空
戦
本
位
の
あ
り
方
に
日
本
軍
地
上
部
隊
が
不
満
の
思
い
を
抱
い
た
の
は
当

然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
六
月
十
八
日
の
日
記
に
「
偉
大
な
る
戦
果
」「
ソ
連
空
軍
何
故
に
弱
き
や
」
と
書
き
こ
ん
で
い
た
小
松
原
中
将
は
、

八
月
十
九
日
に
は
次
の
よ
う
な
不
平
を
洩
ら
す
よ
う
に
な
る
。

深
更
二
時
敵
爆
撃
機
來
襲
…
…
我
航
空
は
戦
闘
機
は
空
中
戦
一

張
、
爆
撃
機
は
昼
間
爆
撃
一

張
な
る
が
、
ソ
軍
は
之
に
加
う
る

に
対
地
攻
撃
、
夜
間
爆
撃
の
諸
戦
法
を
巧
み
に
応
用
す
…
…
偵
察
に
は
偵
察
機
の
外
、
戦
闘
機
を
利
用
す
る
こ
と
も
一
戦
法
な
る
べ
し

一
一
二
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…
…
要
す
る
に
敵
戦
闘
機
は
対
地
攻
撃
、
偵
察
等
地
上
部
隊
の
戦
闘
に
密
接
に
協
同
し
あ
り
。

小
松
原
の
不
満
は
、
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
（
七
月
三
日
〜
五
日
）
の
出
撃
回
数
（
ソ
ー
テ
ィ
）

は
ソ
空
軍
が
八
六
五
回
、
日
本
空
軍
が
八
四
五
回
と
大
差
は
な
い
が
、
内
訳
（
日
本
側
は
カ
ッ
コ
内
で
示
す
）
は
空
戦
18
％
（
65
％
）、
襲

撃
・
爆
撃
43
％
（
25
％
）、
偵
察
38
％
（
9
％
）
で
、
日
本
側
は
空
戦
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
く
、
爆
撃
と
偵
察
が
低
い
こ
と
が
一
目
瞭
然

で
あ
る
（
13
）

。
全
期
間
の
爆
弾
投
下
量
が
七
・
八
万
発
（
ソ
）
対
一
・
八
万
発
（
日
）
と
大
き
く
開
い
た
の
も
当
然
の
結
果
と
言
え
よ
う
。

こ
の
傾
向
は
後
期
に
は
や
や
是
正
さ
れ
た
が
、
大
勢
は
さ
し
て
変
ら
ず
、
小
松
原
を
「
航
空
は
あ
た
か
も
航
空
自
体
の
た
め
に
動
い
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
慨
嘆
さ
せ
た
。

と
く
に
偵
察
に
つ
い
て
は
、
空
地
の
双
方
に
不
振
の
原
因
が
あ
っ
た
。
偵
察
機
が
広
角
カ
メ
ラ
を
装
備
し
て
い
な
か
っ
た
と
か
、
戦
闘

機
と
の
交
信
が
波
長
の
違
い
で
不
能
と
い
っ
た
難
点
が
あ
り
、
通
信
筒
を
投
下
し
た
り
、
着
陸
し
て
口
頭
で
伝
え
る
な
ど
苦
心
し
て
い
る
。

七
月
三
日
朝
の
ハ
ル
ハ
渡
河
作
戦
で
94
式
軍
偵
に
搭
乗
し
た
飛
行
第
15
戦
隊
の
水
崎
九つ

く

も
十
九
大
尉
は
、
南
下
中
の
ソ
軍
戦
車
数
十
両
を
発

見
、
歩
71
連
隊
近
く
の
草
原
に
着
陸
し
て
危
急
を
告
げ
、
離
陸
し
た
と
き
は
車
輪
が
ソ
軍
先
頭
戦
車
の
砲
塔
を
か
す
め
た
と
い
う
（
14
）

。

ま
た
そ
の
二
時
間
後
に
調
中
尉
（
飛
行
10
戦
隊
）
の
搭
乗
す
る
98
式
軽
爆
は
渡
河

付
近
で
敵
戦
車
襲
來
を
告
げ
る
通
信
筒
を
投
下
し

た
あ
と
、
味
方
の
地
上
部
隊
に
誤
射
さ
れ
墜
落
し
た
。
操
縦
の
高
畑
准
尉
は
死
亡
し
た
が
、
重
傷
の
調
中
尉
は
救
出
さ
れ
て
い
る
（
15
）

。

し
か
し
せ
っ
か
く
の
警
報
も
、
最
高
指
揮
官
の
小
松
原
師
団
長
に
活
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
戦
史
叢
書
は
「
地
上
決
戦
の
重
大
な
こ

の
第
一
日
に
お
い
て
相
互
間
（
飛
行
集
団
と
第
二
十
三
師
団
司
令
部
）
の
通
信
連
絡
は
完
全
に
杜
絶
」
し
、
四
日
午
後
ま
で
回
復
し
な
か
っ

た
（
16
）

。
そ
の
原
因
は
判
然
と
し
な
い
が
、
小
松
原
司
令
部
が
敵
砲
火
の
飛
び
か
う
最
前
線
を
動
き
ま
わ
り
、
儀
峨
飛
行
集
団
長
と
島
貫
忠
正

一
一
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作
戦
主
任
参
謀
が
司
偵
に
搭
乗
し
て
戦
場
上
空
を
飛
行
し
、
島
貫
機
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
混
乱
も
一
因
で
は
な
か
っ
た
か
。

空
地
連
絡
の
不
良
は
最
終
段
階
ま
で
つ
づ
く
。
ソ
蒙
軍
の
八
月
攻
勢
へ
の
準
備
行
動
を
前
日
の
八
月
十
九
日
に
発
見
し
て
警
報
を
送
っ

た
の
も
、
飛
行
15
戦
隊
の
大
泉
製
正
大
尉
と
飛
行
11
戦
隊
の
滝
山
和
中
尉
だ
っ
た
。
こ
の
日
午
後
、
大
泉
は
ホ
ル
ス
テ
ン
川
に
敵
が
新
た

に
軍
橋
を
構
築
し
、
多
数
の
戦
車
群
が
前
進
し
つ
つ
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
味
方
左
翼
の
腹
背
に
ま
わ
り
こ
む
と
判
断
し

て
、
歩
71
と
師
団
司
令
部
へ
急
報
す
る
（
17
）

。

北
方
の
フ
イ
高
地
方
面
へ
飛
ん
だ
別
の
15
戦
隊
機
も
、
敵
機
甲
部
隊
が
ハ
ル
ハ
河
を
渡
河
し
つ
つ
あ
る
の
を
報
告
し
て
い
る
が
、
小
松

原
以
下
の
地
上
部
隊
首
脳
が
敏
感
に
反
応
し
た
形
跡
は
な
い
。
佐
藤
勝
雄
大
尉
（
航
空
兵
団
参
謀
）
が
「
司
偵
の
後
方
偵
察
（
写
真
）
等
に

兵
力
増
強
の
貴
重
な
端
緒
を
つ
か
ん
で
い
た
に
も
拘
ら
ず
、（
関
東
軍
は
）
何
ら
の
反
応
も
示
さ
な
か
っ
た
（
18
）

」
と
歎
い
て
い
る
よ
う
に
、
責

任
の
多
く
は
鈍
感
な
地
上
部
隊
側
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

地
上
直
協
の
分
野
で
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
格
差
が
生
じ
た
の
は
、
現
場
の
教
訓
に
即
応
し
て
兵
器
や
戦
法
を
改
変
し
よ
う
と
考
え
な
い
日

本
軍
の
硬
直
し
た
体
質
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
。
そ
れ
は
初
期
航
空
戦
の
教
訓
を
、
す
ぐ
に
生
か
し
た
ソ
連
軍
の
柔
軟
な
感
覚
と
は
対
照

的
だ
っ
た
。

次
に
初
期
空
戦
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
り
、
逆
転
の
道
を
模
索
し
て
い
た
ソ
連
空
軍
の
動
き
に
目
を
移
そ
う
。

航
空
撃
滅
戦
か
地
上
直
協
か

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
場
の
指
揮
官
含
み
で
モ
ン
ゴ
ル
の
最
前
線
に
赴
任
し
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
将
軍
は
、
五
月
三
十
日
に
地
上
戦
と
航
空
戦
に
つ

い
て
モ
ス
ク
ワ
へ
最
初
の
報
告
を
送
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
な
か
で
「
我
が
航
空
隊
は
日
本
軍
航
空
隊
に
よ
っ
て
撃
滅
さ
れ
た
。
大
き
な

損
失
を
前
に
し
て
空
軍
の
本
部
は
判
断
停
止
・
呆
然
状
態
に
陥
っ
た
（
19
）

」
と
述
べ
、
戦
術
の
転
換
と
地
上
直
協
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

一
一
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ジ
ュ
ー
コ
フ
の
提
言
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
ソ
連
が
派
遣
し
た
航
空
顧
問
団
長
を
務
め
た
空
軍
副
総
司
令
官
ヤ
ー
コ
フ
・
Ｖ
・
ス
ム

シ
ュ
ケ
ビ
ッ
チ
中
将
が
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
連
れ
て
き
た
四
八
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
実
行
に
移
さ
れ
た
。
一
行
に
は
ス
ペ
イ
ン
や
中
国
で

戦
歴
を
重
ね
た
熟
練
パ
イ
ロ
ッ
ト
二
二
人
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
が
、
次
の
よ
う
な
改
善
策
に
着
手
し
た
（
20
）

。

⑴
5
月
29
日
か
ら
6
月
16
日
ま
で
戦
闘
行
動
を
休
止
す
る
。

⑵
そ
の
間
に
経
験
と
訓
練
が
不
足
と
判
定
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
の
再
訓
練
を
進
め
る
。

⑶
監
視
・
警
報
・
連
絡
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
と
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備

⑷
飛
行
場
の
増
設

⑸
九
七
戦
に
対
抗
す
る
技
法
の
考
案

こ
の
な
か
で
最
も
重
要
な
課
題
は
、
水
平
面
の
対
戦
だ
と
一
旋
回
で
ソ
連
戦
闘
機
の
後
方
に
つ
い
て
し
ま
う
ほ
ど
格
闘
性
能
に
す
ぐ
れ

て
い
る
九
七
戦
と
、
ど
う
戦
う
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
他
機
種
の
運
用
法
も
大
胆
に
改
変
し
た
。
表
1
を
参
考
に
要

を
列
挙
す

る
と
、

Ａ
．
単
機
格
闘
戦
を
回
避
し
、
イ
16
は
頑
丈
な
機
体
を
生
か
し
た
高
速
（
急
降
下
時
は
毎
時
六
〇
〇
ｋ
ｍ
）
の
一
撃
離
脫
戦
法
（
ヒ
ッ
ト
・
ア

ン
ド
・
ラ
ン
）
に
徹
す
る
。

Ｂ
．
旋
回
性
能
の
良
い
イ
153
（
イ
15
の
改
良
型
）
と
優
速
の
イ
16
を
組
み
あ
わ
せ
た
空
戦
。

Ｃ
．
主
力
戦
闘
機
で
あ
る
イ
16
の
改
良
型
を
次
々
に
投
入
し
た
。
五
月
末
に
は
7.6
ミ
リ
機
銃
二
丁
を
四
丁
に
ふ
や
し
た
10
型
を
、
六
月
中

旬
に
は
地
上
掃
射
用
の
20
ミ
リ
機
関
砲
を
装
備
し
九
七
戦
の
一
〇
倍
の
火
力
を
持
つ
17
型
を
登
場
さ
せ
た
。
七
月
三
日
朝
、
日
本
軍
の

ハ
ル
ハ
渡
河
攻
撃
に
さ
い
し
て
は
、
ト
ゥ
ル
バ
チ
ェ
ン
コ
編
隊
が
二
度
に
わ
た
り
軍
橋
を
20
ミ
リ
砲
で
掃
射
し
て
い
る
。
八
月
に
は
無

一
一
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表 1　日ソ主要機種の性能一覧

採用年 型式 エンジン
馬力

最大速
（km/h）

航続距離
（km）

武装
損失数

機銃、爆弾（トン）

ソ連

イ‒15bis
（イ‒152） 1938 複葉・固定脚 750×1 380 520 7.6ミリ×4、0.15トン 65（5）

イ‒153
（チャイカ） 1938 複葉・引込脚 800×1 425 560 7.6ミリ×4 22（6）

イ‒16/5 1936 単葉・引込脚 715×1 445 540 7.6ミリ×2

105（22）
イ‒16/10 1939 〃 750×1 448 525 7.6ミリ×4

ロケット弾か爆弾

イ‒16/17
（イ‒16P） 〃 〃 〃 425 417 20ミリ×2、7.6ミリ×2 4

SB‒2改 1936 単葉・引込脚 960×2 450 1,600 1.5トン、7.6ミリ×3 52（8）

TB‒3 1932 単葉・固定脚 900×4 300 2,000 3トン、7.6ミリ×4 1（1）

R‒5 1933 複葉・固定脚 680×1 242 800 0.5トン、7.6ミリ×3 3（1）

日本

95式戦Ⅱ 1935 複葉・固定脚 860×1 400 1,100 7.7ミリ×2 4

97式戦 2 1937 単葉・固定脚 780×1 470 1,700 〃 104（46）

97式重爆Ⅰ 〃 単葉・引込脚 950×2 486 2,700 1トン、7.7ミリ×5 6（4）

97式軽爆 〃 単葉・固定脚 950×1 432 1,965 0.45トン、7.7ミリ×2 18（5）

94式軍偵 1934 複葉・固定脚 640×1 282 0.15トン、7.7ミリ×3 15（14）

98式直協偵 1938 単葉・固定脚 510×1 348 1,235 0.15トン、7.7ミリ×2 6（3）

97式司偵Ⅱ 1937 〃 900×1 510 2,300 7.7ミリ×1 13（6）

注⑴　損失数についてソ連はコンドラチェフ。カッコ内は内数で非戦闘の損失、

差数は戦闘の損失。日本は『満州方面陸軍航空作戦』289－90ページの表を

秦が補正した。カッコ内は内数で「大破」とされているもので、差数は未

帰還機。

一
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誘
導
な
が
ら
ロ
ケ
ッ
ト
弾
装
備
の
イ
16
も
出
現
す
る
。
そ
し
て
空
戦
よ
り
も
在
地
機
の
爆
破
を
重
視
し
た
。

Ｄ
．
戦
闘
機
の
燃
料
タ
ン
ク
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
防
護
す
る
た
め
の
鋼
板
を
装
着
し
た
。

Ｅ
．
鈍
足
の
Ｒ
5
は
連
絡
と
弾
着
觀
測
に
、
九
七
戦
の
好
餌
と
な
っ
て
い
た
イ
15
は
爆
弾
を
搭
載
し
て
襲
撃
機
に
転
用
し
た
。

Ｆ
．
イ
16
の
独
立
偵
察
中
隊
を
編
成
（
八
月
一
日
）。

Ｇ
．
低
速
の
Ｔ
Ｂ
3
重
爆
は
夜
間
爆
撃
に
、
高
速
の
Ｓ
Ｂ
中
型
爆
撃
機
は
九
七
戦
が
挑
戦
し
に
く
い
高
々
度
か
ら
の
昼
間
爆
撃
に
振
り
分

け
た
。

約
言
す
れ
ば
多
用
途
化
と
任
務
分
担
の
組
み
変
え
と
言
え
る
が
、「
空
の
ベ
ル
ト
ウ
エ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
新
戦
術
も
生
れ
た
。
爆
撃
機
、

襲
撃
機
と
そ
れ
ら
を
護
衛
す
る
戦
闘
機
の
集
団
が
高
射
砲
隊
と
も
連
係
し
つ
つ
、
味
方
地
上
部
隊
の
戦
場
上
空
を
交
替
で
終
日
に
わ
た
り

制
空
す
る
地
上
直
協
方
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
七
月
の
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
で
試
行
さ
れ
、
八
月
攻
勢
で
圧
倒
的
な
威
力
を
発
揮
し
た
。
日

本
の
戦
闘
機
隊
が
出
動
し
て
も
一
時
的
な
制
空
に
と
ど
ま
っ
た
か
ら
、
地
上
の
兵
士
た
ち
に
は
「
我
が
頭
上
に
在
る
は
常
に
敵
機
の
み
」

（
大
泉
大
尉
）
の
印
象
を
与
え
た
の
も
む
り
は
な
い
。

さ
ら
に
九
七
戦
が
格
闘
戦
を
挑
ん
で
も
一
撃
離
脫
で
か
わ
さ
れ
、
射
程
に
入
れ
て
も
7.7
ミ
リ
機
銃
で
は
白
煙
を
吐
か
せ
る
だ
け
で
完
全

撃
墜
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
五
月
空
戦
で
日
本
の
撃
墜
カ
ウ
ン
ト
と
実
数
の
比
が
51
機
対
21
機
の
二
・
五
倍
だ
っ
た
の
が
、
九

月
の
空
戦
で
は
121
機
対
14
機
の
八
・
六
倍
と
開
い
た
の
は
、
と
ど
め
を
刺
せ
な
か
っ
た
ソ
連
機
が
ふ
え
た
せ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
第
二
飛
行
集
団
（
九
月
六
日
以
後
は
航
空
兵
団
）
の
ほ
う
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
機
種
の
同
じ
装
備
で
戦
い
つ
づ
け

た
。
戦
闘
機
は
空
戦
、
重
爆
は
モ
ン
ゴ
ル
領
基
地
へ
の
戦
略
爆
撃
、
司
偵
は
同
様
の
戦
略
偵
察
、
軽
爆
は
地
上
直
協
と
い
う
分
担
は
不
変

で
、
戦
闘
機
に
よ
る
偵
察
や
爆
撃
、
九
七
重
爆
に
よ
る
戦
術
爆
撃
は
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
装
備
の
面
で
は
軽
快
性
を
高

一
一
七
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め
る
た
め
無
線
機
や
酸
素
吸
入
器
を
外
し
て
出
撃
す
る
九
七
戦
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
多
い
と
い
う
退
行
現
象
さ
え
見
ら
れ
た
（
21
）

。

日
本
軍
が
固
執
し
て
い
た
の
は
戦
爆
連
合
の
大
編
隊
で
タ
ム
ス
ク
な
ど
敵
地
深
く
進
攻
し
て
一
挙
に
空
地
の
敵
航
空
主
力
を
撃
破
す
る

航
空
撃
滅
戦
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
一
回
の
タ
ム
ス
ク
攻
撃
（
六
月
二
十
七
日
）
は
、
関
東
軍
が
大
本
営
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
強
行

し
た
た
め
両
者
の
関
係
は
悪
化
し
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
全
体
の
収
拾
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

着
想
は
第
二
飛
行
集
団
（
儀
峨
徹
二
中
将
）
の
関
東
軍
司
令
部
へ
の
突
き
あ
げ
だ
と
す
る
ク
ッ
ク
ス
博
士
の
見
方
も
あ
る
が
、
地
上
部

隊
の
ハ
ル
ハ
河
渡
河
作
戦
と
の
セ
ッ
ト
で
構
想
し
た
辻
、
三
好
ら
関
東
軍
の
強
硬
派
参
謀
連
が
原
動
力
だ
っ
た
と
見
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。

し
か
し
大
本
営
は
奥
地
へ
の
航
空
進
攻
は
、
ソ
連
軍
の
満
領
爆
撃
を
誘
発
し
、
全
面
戦
爭
へ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
危
險
性
が
大
き
い
と

判
断
し
て
い
た
。
そ
れ
を
知
る
関
東
軍
は
極
秘
で
準
備
を
進
め
て
い
た
の
だ
が
、
上
京
し
た
片
倉
参
謀
の
口
か
ら
洩
れ
た
と
知
る
や
、
予

定
を
く
り
あ
げ
て
二
十
七
日
に
タ
ム
ス
ク
爆
撃
を
決
行
す
る
。
そ
の
か
わ
り
空
地
同
時
に
の
予
定
が
崩
れ
、
一
週
間
前
の
損
害
を
補
充
し

た
ソ
連
機
の
出
動
で
、
七
月
三
日
の
渡
河
戦
が
難
渋
す
る
一
因
を
作
っ
た
。

問
題
の
タ
ム
ス
ク
攻
撃
で
は
戦
闘
機
74
、
軽
爆
9
、
重
爆
21
の
計
104
機
を
集
め
た
第
一
波
は
奇
襲
に
成
功
、
あ
わ
て
て
離
陸
し
て
き
た

ソ
連
戦
闘
機
群
を
九
七
戦
が
優
位
か
ら
襲
い
、「
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
よ
う
に
（
22
）

」（
松
村
戦
隊
長
）
次
々
と
撃
墜
す
る
。
ひ
き
つ
づ
く
第
二

波
の
サ
ン
ベ
ー
ス
、
第
三
波
の
タ
ム
ス
ク
再
攻
撃
は
在
地
機
が
不
在
で
空
振
り
に
終
っ
た
が
、
関
東
軍
の
寺
田
参
謀
が
得
々
と
「
大
戦

果
」
を
大
本
営
の
稲
田
作
戦
課
長
に
通
報
し
た
と
こ
ろ
「
戦
果
が
何
だ
」
と
ど
な
り
返
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。

だ
が
撃
墜
98
機
、
地
上
撃
破
13
機
（
日
本
側
の
損
失
は
戦
闘
機
2
機
、
司
偵
2
機
）
と
い
う
公
表
戦
果
は
ソ
連
側
の
記
録
に
照
合
す
る
と
、

い
さ
さ
か
誇
大
に
す
ぎ
た
よ
う
だ
。
諸
說
は
あ
る
が
、
空
中
で
17
機
、
地
上
で
8
機
が
全
損
し
た
と
す
る
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
の
算
定
が
妥

当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
第
9
飛
行
団
長
下
野
一
霍
少
将
が
、「
確
認
で
き
た
の
は
二
十
六
機
ほ
ど
（
23
）

」
と

一
一
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語
っ
た
数
字
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
そ
れ
が
不
確
実
戦
果
を
ふ
く
め
る
と
五
倍
近
く
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
の
は
、
意
図
的
な
水
増
し
と
疑
っ

て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

見
逃
せ
な
い
の
は
好
天
の
日
な
の
に
、
同
行
し
た
辻
参
謀
が
「
爆
撃
は
大
部
分
目
標
か
ら
外
れ
ま
し
た
（
24
）

」
と
報
告
し
た
よ
う
に
、
ノ
モ

ン
ハ
ン
戦
ば
か
り
で
な
く
、
大
東
亜
戦
爭
期
を
も
通
じ
変
ら
な
か
っ
た
爆
撃
能
力
の
不
振
が
露
呈
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ソ
連
側
も
そ
れ
に

気
づ
い
た
ら
し
く
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
に
「（
日
本
の
）
爆
撃
機
乗
員
の
訓
練
は
不
良
で
、
九
件
の
爆
撃
に
よ
る
わ
が
軍
の
戦
死
者
は
九

名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
25
）

」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

不
振
の
原
因
は
機
体
、
照
準
器
、
訓
練
法
の
い
ず
れ
に
あ
る
の
か
判
明
し
な
い
ま
ま
、
飛
行
集
団
は
早
々
と
輸
入
機
の
イ
式
重
爆
に
見

切
り
を
つ
け
て
七
月
十
三
日
に
前
線
か
ら
下
げ
、
主
力
の
97
式
重
爆
も
、
タ
ム
ス
ク
後
の
五
三
日
間
に
わ
ず
か
八
日
し
か
出
撃
さ
せ
て
い

な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
全
期
間
を
通
じ
損
耗
は
わ
ず
か
二
機
に
と
ど
ま
っ
た
。
ソ
連
爆
撃
機
の
主
力
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
2
が
五
二
機
を
失
っ
た

事
実
か
ら
も
、
貢
献
度
の
差
が
類
推
で
き
る
。

ド
ウ
エ
将
軍
が
提
唱
し
、
日
本
の
航
空
隊
幹
部
が
信
奉
し
て
い
た
航
空
撃
滅
戦
の
核
心
は
重
爆
撃
機
の
集
団
に
よ
る
爆
砕
威
力
だ
っ
た

が
、
期
待
薄
と
わ
か
っ
て
も
戦
術
転
換
の
知
恵
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
飛
行
集
団
は
、
九
七
戦
に
依
存
す
る
中
小
規
模
の
航
空
消
耗
戦
に

引
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
常
に
数
的
優
位
を
保
っ
た
ソ
連
空
軍
に
有
利
な
流
れ
と
な
る
。

航
空
戦
の
決
算

表
2
は
5
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
戦
場
に
投
入
さ
れ
た
日
ソ
両
空
軍
の
戦
力
（
保
有
機
数
の
統
計
）
比
較
で
あ
る
。
初
期
の
約
三
（
ソ

蒙
）
対
一
（
日
）
は
中
期
以
降
は
四
対
一
近
く
ま
で
開
く
が
、
九
月
に
入
っ
て
中
国
戦
線
か
ら
航
空
兵
団
が
増
援
さ
れ
た
た
め
二
対
一
へ

近
づ
く
。
航
空
で
も
地
上
部
隊
と
同
様
に
、
お
く
れ
気
味
の
逐
次
投
入
に
な
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

一
一
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
ソ
蒙
軍
は
一
貫
し
て
数
的
優

勢
を
確
保
し
つ
づ
け
た
の
は
た
し
か
だ
が
、「
第

二
段
階
に
お
い
て
わ
が
戦
闘
機
隊
は
制
空
権
を
獲

得
し
、
終
結
ま
で
そ
れ
を
維
持
し
た
（
26
）

」（
ジ
ュ
ー
コ

フ
）
と
誇
る
の
は
疑
問
が
あ
る
。

双
方
と
も
過
大
な
戦
果
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
、
自

軍
が
優
勢
と
信
じ
こ
ん
だ
傾
向
は
否
定
で
き
な
い

が
、
実
数
で
比
較
す
る
と
、
七
月
中
旬
ま
で
空
中

戦
闘
で
の
損
耗
は
89
機
（
ソ
）
対
47
機
（
日
）、
八

月
二
十
日
か
ら
同
月
末
ま
で
が
25
機
対
27
機
、
九

月
が
14
機
対
12
機
だ
か
ら
、
八
月
以
降
も
最
後
ま

で
五
分
五
分
で
推
移
し
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

し
か
し
、
劣
勢
兵
力
で
消
耗
戦
を
戦
え
ば
、
飛

行
士
の
負
担
増
（
一
日
数
回
の
出
撃
）
と
疲
労
の
累

積
を
防
げ
な
い
。
と
く
に
「
少
数
精
鋭
」
を
自
負

し
て
い
た
戦
闘
機
隊
の
戦
隊
長
、
中
隊
長
ク
ラ
ス

表 2　日ソ両空軍の保有機数

日　本 ソ　連

調査日付
（日－ソ） 戦闘機 重爆 軽爆 偵察 計 イ‒16 イ‒15 イ‒153 SB‒2 TB‒3 R‒5 計

Ａ 5 月27
－27日 40 12 6 6 64 52 49 88 17 206

Ｂ 6 月20
－22日 77 24 6 12 119 95 56 116 51 318

Ｃ 7 月23日 86 9 29 24 148

Ｄ 8 月21
－20日 88 12 24 21 145 223 21 84 181 23 515

Ｅ 9 月13
－11日 158 13 66 18 255 362 166 54 582

出所：日本側は主として『満州方面陸軍航空作戦』、ソ蒙側はジューコフ報告書

とネディアルコフ＝源田孝『ノモンハン航空戦全史』

　注⑴ 　 8 月20日現在のソ連機の保有機数について、ネディアルコフは新着の

防空戦闘機65機と R‒5 等の43機を加え、計623機と算定している。

　　⑵　 7月23日頃のソ蒙機数は不明だが、7月中旬に各種機200機が増援された。

一
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の
損
耗
が
ふ
え
て
い
っ
た
。

戦
闘
機
の
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
国
際
的
に
三
十
歳
が
限
界
と
さ
れ
て
い
た
が
、
全
期
間
を
戦
っ
た
三
個
戦
隊
だ
け
で
も
11
戦
隊
長
の
野

口
雄
二
郎
大
佐
は
五
〇
歳
、
1
戦
隊
長
の
加
藤
敏
雄
中
佐
は
四
四
歳
、
後
任
の
原
田
文
男
少
佐
は
四
〇
歳
、
24
戦
隊
長
の
松
村
中
佐
は

三
九
歳
だ
っ
た
の
に
指
揮
官
先
頭
の
慣
例
を
守
っ
て
、
し
ば
し
ば
空
戦
場
に
出
動
し
た
。

そ
し
て
加
藤
（
7
月
12
日
）、
松
村
（
8
月
2
日
）
は
撃
墜
さ
れ
て
重
傷
を
負
い
救
出
さ
れ
た
が
、
原
田
（
7
月
29
日
）
は
初
出
撃
で
エ
ー

ス
の
ラ
ホ
フ
中
尉
に
撃
墜
さ
れ
る
。
そ
し
て
落
下
傘
降
下
し
た
の
ち
捕
虜
と
な
り
、
翌
年
の
捕
虜
交
換
で
帰
還
し
た
が
、
自
決
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
六
人
の
中
隊
長
や
撃
墜
王
（
58
機
）
の
名
声
を
は
せ
た
篠
原
弘
道
准
尉
（
8
月
27
日
戦
死
）
な
ど
熟
練
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
次
々
に

戦
死
し
、
補
充
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
。

八
月
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
攻
勢
に
ソ
蒙
軍
は
空
地
の
全
兵
力
を
投
入
し
、
第
二
飛
行
集
団
も
寡
少
な
が
ら
全
力
で
迎
え

う
ち
ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
戦
最
大
の
激
戦
を
展
開
し
た
。
満
を
持
し
て
発
動
さ
れ
た
初
日
の
航
空
作
戦
を
、
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
は
次
の
よ
う

に
要
約
し
て
い
る
（
27
）

。

⑴
ハ
マ
ル
ダ
バ
の
第
一
集
団
軍
司
令
部
は
、
黄
色
（
砲
撃
）、
緑
色
（
航
空
）
の
信
号
弾
を
撃
ち
あ
げ
て
行
動
目
標
を
指
示
し
た
。

⑵
戦
闘
機
に
援
護
さ
れ
た
Ｓ
Ｂ
爆
撃
機
編
隊
が
日
本
軍
の
高
射
砲
陣
地
を
爆
撃
し
沈
黙
さ
せ
、
つ
い
で
戦
闘
機
（
37
機
）
が
小
型
爆
弾
と

機
銃
掃
射
に
よ
る
対
地
攻
撃

⑶
戦
闘
機
144
機
が
戦
場
上
空
を
制
圧

⑷
戦
闘
機
167
機
に
直
衛
さ
れ
た
Ｓ
Ｂ
（
150
機
）
が
日
本
軍
陣
地
を
爆
撃

⑸
ハ
ル
ハ
河
上
空
で
87
機
の
戦
闘
機
が
九
七
戦
編
隊
と
空
戦

一
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
一
二
二
）

⑹
〇
九
〇
〇
に
地
上
部
隊
の
前
進
開
始

⑺
〇
九
三
〇
に
少
数
の
日
本
軽
爆
が
ソ
側
の
前
進
飛
行
場
を
爆
撃
、
36
発
を
投
弾
し
て
12
機
の
在
地
機
を
破
壊

⑻
午
後
、
将
軍
廟
周
辺
の
日
本
飛
行
場
を
爆
撃
、
在
地
の
13
機
を
炎
上

⑼
一
六
三
〇
に
九
七
重
爆
の
編
隊
が
、
ハ
マ
ル
ダ
バ
を
爆
撃

こ
の
日
の
「
ベ
ル
ト
ウ
エ
イ
」
戦
法
で
出
撃
し
た
ソ
連
空
軍
は
爆
撃
機
は
三
五
〇
出
撃
（
ソ
ー
テ
ィ
ー
）、
戦
闘
機
は
七
四
四
出
撃
と
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
を
通
じ
最
高
水
準
を
記
録
し
た
。「
日
本
空
軍
は
茫
然
自
失
の
態
」（
ジ
ュ
ー
コ
フ
）
だ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
飛
行
集
団
が

「
地
上
戦
を
見
殺
し
に
は
で
き
な
い
と
…
…
出
撃
に
つ
ぐ
出
撃
を
も
っ
て
地
上
作
戦
に
協
力
（
28
）

」（
梼
原
24
戦
隊
長
）
し
た
の
も
誇
張
で
は
あ

る
ま
い
。

だ
が
、
こ
の
日
の
日
本
機
の
出
動
は
三
〇
九
ソ
ー
テ
ィ
ー
で
、
ソ
側
の
三
分
の
一
弱
に
と
ど
ま
る
。
翌
二
十
一
日
は
ソ
の
一
一
三
八

ソ
ー
テ
ィ
ー
に
対
し
四
二
五
ソ
ー
テ
ィ
ー
と
粘
っ
た
が
、
重

は
六
月
二
十
七
日
の
再
現
を
も
く
ろ
ん
だ
後
方
の
タ
ム
ス
ク
基
地
攻
撃
に

向
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
も
ソ
連
機
の
多
く
は
ハ
ル
ハ
東
岸
の
地
上
直
協
に
出
払
っ
て
い
た
の
で
、
在
地
の
四
機
と
ト
ラ
ッ
ク
一
両
を

爆
破
し
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
な
か
で
連
日
、
フ
イ
高
地
守
備
隊
の
救
援
に
出
動
を
く
り
返
し
た
飛
行
15
戦
隊
の
九
四
式
偵
察
機
飛
行

士
の
日
記
（
29
）

を
引
用
し
た
い
。

「
午
前
中
爆
撃
に
向
っ
た
編
隊
の
報
告
に
依
れ
ば
、
フ
イ
高
地
に
は
敵
機
械
化
部
隊
が
二
百
両
進
入
せ
る
由
。
午
後
、
全
機
を
以
て
之

の
爆
撃
に
向
う
。
乱
雲
あ
り
て
好
都
合
な
り
。
居
る
〳
〵
ウ
ヨ
〳
〵
と
、
之
に
対
し
て
猛
爆
を
加
え
る
。
五
〇
ｋ
ｇ
弾
の
煙
に
包
ま
れ
た

一
二
二
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車
両
を
眺
め
て
思
わ
ず
万
歳
を
叫
び
た
く
な
る
」（
八
月
二
十
日
）

「
五
時
三
十
分
、
全
機
を
以
て
フ
イ
高
地
の
敵
機
械
化
部
隊
爆
撃
に
向
う
…
…
捜
索
隊
前
面
に
多
数
の
戦
車
を
発
見
。
次
々
と
急
降
下

し
て
見
る
〳
〵
う
ち
に
粉
微
塵
に
し
て
し
ま
う
。
な
お
も
対
地
攻
撃
を
行
わ
ん
と
突
込
ん
で
射
つ
…
…
被
弾
し
た
村
瀬
機
は
不
時
着
、
搭

乗
者
二
人
は
重
傷
入
院
後
死
亡
」（
八
月
二
十
一
日
）。

だ
が
実
働
一
〇
機
に
足
ら
ぬ
飛
15
の
旧
式
偵
察
機
程
度
で
は
、
怒
涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
ソ
軍
戦
車
の
大
群
や
ハ
ル
ハ
西
岸
の
重
砲

陣
に
与
え
ら
れ
る
打
撃
の
ほ
ど
は
知
れ
て
い
た
。
一
方
、
ソ
連
空
軍
は
戦
闘
機
の
対
地
攻
撃
ば
か
り
で
な
く
、
Ｓ
Ｂ
に
リ
ス
ク
の
高
い
低

空
爆
撃
を
や
ら
せ
る
ほ
ど
徹
底
し
て
地
上
直
協
に
集
中
し
た
。
三
十
一
日
ま
で
の
十
日
間
に
お
け
る
爆
撃
隊
の
出
撃
は
ソ
の
八
五
三
〇

ソ
ー
テ
ィ
ー
に
対
し
、
日
本
は
九
八
二
ソ
ー
テ
ィ
ー
と
十
倍
に
近
い
開
き
を
見
せ
て
い
た
。

日
本
軍
に
対
す
る
包
囲
網
を
完
成
し
た
ソ
連
の
地
上
部
隊
が
最
後
の
掃
討
作
戦
を
下
令
し
た
二
十
六
日
、
荻
洲
第
六
軍
司
令
官
は
飛
行

集
団
司
令
部
の
釜
井
大
尉
へ
「
現
在
頼
む
と
こ
ろ
は
飛
行
隊
だ
け
で
あ
る
（
30
）

」
と
悲
鳴
を
あ
げ
た
が
、
飛
行
集
団
に
は
応
え
る
だ
け
の
余
力

は
な
か
っ
た
。

事
件
終
結
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
第
二
飛
行
集
団
の
公
式
報
告
書
は
、「
戦
力
既
に
漸
減
し
、
常
時
戦
場
上
空
を
制
空
し
得
ざ
る
も
の
あ

り
し
も
、
常
に
衆
敵
と
激
戦
を
交
え
逐
次
之
を
撃
墜
し
て
増
加
せ
る
敵
空
軍
の
大
半
を
撃
滅
」
と
強
気
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
う
え
、「
九

月
初
頭
に
至
り
其
の
活
動
を
全
く
封
殺
し
て
ノ
モ
ン
ハ
ン
付
近
の
戦
場
上
空
に
敵
機
の
飛
來
す
る
も
の
其
の
跡
を
絶
つ
に
至
ら
し
め
（
31
）

」
と

見
当
違
い
の
「
勝
利
宣
言
」
ま
で
付
け
加
え
て
い
る
。
八
月
三
十
一
日
に
航
空
を
ふ
く
む
全
作
戦
を
終
了
、
モ
ス
ク
ワ
へ
「
勝
利
宣
言
」

を
通
報
し
て
、
守
備
体
勢
に
移
っ
た
ソ
連
軍
の
動
き
を
、
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
の
奇
怪
な
理
解
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

一
二
三
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そ
の
三
日
前
に
北
京
の
航
空
兵
団
司
令
部
へ
飛
ん
で
來
た
関
東
軍
参
謀
は
、「
第
六
軍
が
全
滅
の
危
機
に
あ
り
飛
行
集
団
は
よ
く
健
闘

す
る
も
地
上
協
力
が
思
う
に
任
せ
ず
」
と
し
て
「
声
涙
共
に
下
る
形
で
航
空
兵
団
の
至
急
來
援
を
要
請
（
32
）

」
し
た
。
そ
し
て
九
月
一
日
の
大

陸
命
で
航
空
兵
団
の
北
支
那
方
面
軍
か
ら
関
東
軍
へ
の
転
属
が
発
令
さ
れ
た
。

航
空
兵
団
司
令
官
の
江
橋
英
次
郎
中
将
が
ハ
イ
ラ
ル
へ
進
出
し
て
き
た
の
は
九
月
三
日
で
あ
る
が
、
同
じ
日
に
大
本
営
は
関
東
軍
へ
、

「
ノ
モ
ン
ハ
ン
方
面
に
於
け
る
攻
勢
を
中
止
す
べ
し
」（
大
陸
命
三
四
九
号
）
と
命
令
し
て
い
た
。

第
二
飛
行
集
団
の
大
部
を
吸
収
し
て
、
重
軽
爆
隊
を
主
に
一
・
五
倍
の
兵
力
を
確
保
し
、
六
日
か
ら
航
空
作
戦
の
任
務
を
継
承
し
た
江

橋
は
、
右
の
大
陸
命
は
航
空
兵
団
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

理
由
は
あ
っ
た
。
大
陸
命
に
は
「
航
空
作
戦
に
関
し
て
は
情
況
已
む
を
得
ざ
れ
ば
大
陸
命
第
三
三
六
号
に
依
る
べ
し
」
と
の
但
し
書
が

つ
い
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
三
三
六
号
と
は
タ
ム
ス
ク
以
東
の
敵
航
空
根
拠
地
へ
の
攻
撃
を
許
す
八
月
七
日
の
「
古
証
文
」
だ
が
、
こ
の

廻
り
く
ど
い
表
現
は
、
攻
勢
中
止
に
伴
な
う
混
乱
に
乗
じ
る
で
あ
ろ
う
ソ
連
軍
の
策
動
を
航
空
力
で
抑
止
し
た
い
と
願
う
大
本
営
の
配
慮

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

満
を
持
し
て
報
復
攻
撃
の
好
機
を
狙
っ
て
い
た
航
空
兵
団
が
、
戦
爆
連
合
の
大
編
隊
で
タ
ム
ス
ク
攻
撃
を
決
行
し
た
の
は
、
停
戦
協
定

が
結
ば
れ
た
当
日
の
九
月
十
五
日
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
約
二
週
間
、
ソ
連
空
軍
が
モ
ス
ク
ワ
の
指
令
で
偵
察
飛
行
さ
え
禁
じ
て
い
た
の

を
、
日
本
側
は
空
軍
の
一
部
が
欧
州
へ
廻
さ
れ
た
と
い
う
諜
報
を
得
て
楽
觀
し
て
い
た
の
か
、
反
撃
は
弱
か
ろ
う
と
予
想
し
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
期
待
は
外
れ
た
。

延
二
〇
〇
機
を
超
す
戦
闘
機
群
に
迎
撃
さ
れ
、
激
烈
な
空
戦
で
ソ
の
六
機
に
対
し
日
本
側
は
八
機
を
失
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
飛
行

11
戦
隊
の
島
田
健
二
大
尉
（
27
機
撃
墜
）、
吉
山
文
治
曹
長
（
同
20
機
）
の
よ
う
な
エ
ー
ス
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
新
來
の
飛
行
59
戦
隊
は

一
二
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戦
場
に
不
慣
れ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
一
挙
に
二
個
編
隊
の
六
機
を
撃
墜
さ
れ
た
。

こ
の
空
戦
で
一
機
を
撃
墜
し
た
の
ち
九
七
戦
に
追
わ
れ
危
う
く
命
拾
い
し
た
ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
中
尉
（
6
機
撃
墜
）
は
、「
威
嚇
し
て
有

利
な
停
戦
協
定
に
達
し
よ
う
と
す
る
（
日
本
の
）
挑
戦
（
33
）

」
と
受
け
と
め
た
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
誇
り
高
い
日
本
戦
闘
機
隊
に
と
っ
て
は
最

後
の
厄
日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
そ
う
だ
。

勝
敗
の
判
定

最
後
に
四
か
月
に
わ
た
っ
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
戦
の
特
質
を
、
日
ソ
両
空
軍
の
統
計
デ
ー
タ
（
表
3
）
に
よ
り
、
対
比
す
る
形
で
檢
討

し
て
み
た
い
。
こ
の
種
の
比
較
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
が
旧
ソ
連
時
代
の
記
録
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
こ
二
〇
年
ば
か

り
の
こ
と
だ
が
、
現
在
で
も
ア
ル
ヒ
ー
フ
の
第
一
次
資
料
を
利
用
し
た
研
究
成
果
は
十
分
と
は
言
え
ぬ
段
階
で
あ
る
。

日
本
の
方
も
、
終
戦
時
に
戦
闘
詳
報
な
ど
多
く
の
第
一
次
資
料
が
処
分
さ
れ
た
た
め
、
第
二
次
資
料
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
つ
め
き
れ
な
い
部
分
が
残
る
。
さ
ら
に
日
ソ
双
方
の
類
似
し
た
指
標
で
も
分
類
の
基
準
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
単
純
な
比
較

に
は
問
題
が
残
る
。

た
と
え
ば
同
じ
損
失
機
数
で
も
、
日
本
側
は
未
帰
還
と
大
破
に
区
分
（
別
に
中
小
破
も
あ
る
）
し
て
い
る
。
大
破
の
多
く
は
、
敵
の
攻
撃

等
に
よ
り
地
上
で
破
壊
さ
れ
、
ほ
ぼ
修
理
不
能
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
不
時
着
大
破
や
後
方
移
動
中
の
事
故
も
含
め
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
ソ
連
側
の
損
失
（
5
ｂ
の
Ｂ
）
は
「
戦
闘
」
と
「
非
戦
闘
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、「
戦
闘
」
の
範
囲
は
ほ
ぼ
「
未
帰
還
と
大

破
」
の
合
計
に
相
当
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
二
〇
七
機
（
ソ
）
対
一
七
六
機
（
日
）
の
比
率
は
一
・
二
対
一
と
な
る
。
次
に
6
の
戦
死
者

数
（
行
方
不
明
を
ふ
く
む
）
を
比
較
す
る
と
、
ソ
連
は
日
本
の
一
・
一
〜
一
・
二
倍
の
範
囲
に
収
ま
る
。
機
体
の
損
失
比
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

一
二
五
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表 3　ノモンハン航空戦における日ソ両空軍の比較統計

Ａ 日本 Ｂ ソ連 比率（A＝1）

1  初期の保有機数 64 206 3.2

2  最後期の保有機数 255 582 2.3

3  延出撃（ソーティー）機数 15,437 19,813 1.3

4  相手が主張した戦果

 ａ 撃墜＋爆砕 646 1,162＋98 2.0

 ｂ うち戦闘機 564 1,022 1.8

5  自国が認めた損失機

 ａ 未帰還＋大破＝計 74＋102＝176
2.8～1.2

 ｂ 戦闘＋非戦闘＝計 207＋42＝249

 ｃ うち戦闘機＝計 61＋46＝107 163＋33＝196 2.5～1.9

6  自国が認めた戦死者

 ａ （関東軍） 142

1.1～1.2
 ｂ （戦死者名簿） 151

 ｃ （コンドラチェフ） 174

 ｄ （クリヴォシェーエフ） 159

7  爆弾投下量（発） 18,362 78,360 4.2

〔出所〕 　 1 、2 は表 2参照、Ａの 4ａｂ、Ｂの 5ｂｃはジューコフ報告書による。

ソ連公式戦史、コンドラチェフもほぼ踏襲。Ｂの 4ａｂは戦史叢書より。

別に不確実を加えると計1,359機。Ａの 5ａｃは「第二飛行集団作戦経過

の概要」を秦が補正。

注⑴　 6はＡ、Ｂともに行方不明をふくむ。

⑵　 6ａは昭14年 9 月19日付の関東軍参謀長発陸軍次官宛関参－電756号

（満受大日記昭14－17号）。 6ｂは第 2飛行集団と航空兵団の死没者名簿

より。

　⑶　 6ａｂのＡは地上勤務者11名をふくむ。他に141名、144名というデー

タもある。
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く
り
返
す
よ
う
に
な
る
が
、
日
本
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
直
後
か
ら
千
三
百
機
前
後
の
ソ
連
機
を
撃
破
し
た
と
宣
伝
し
、
儀
峨
第
二
飛
行

集
団
長
は
一
〇
倍
の
「
大
戦
果
」
を
数
か
月
後
に
四
倍
と
修
正
し
た
が
、
今
や
実
数
の
六
〜
七
倍
（
表
3
の
4
参
照
）
に
誇
張
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
だ
。
ソ
連
側
の
公
表
戦
果
は
や
や
控
え
目
だ
が
、
そ
れ
で
も
五
六
四
機
に
対
し
、
三
・
二
倍
（
一
七
六
機
）
に
達
す
る
。

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
華
々
し
く
盛
り
あ
げ
た
の
は
、
表
4
に
示
す
よ
う
な
戦
闘
機
隊
エ
ー
ス
た
ち
の
個
人
撃
墜
競
爭
で
あ
っ
た
。
10
機

以
上
を
撃
墜
し
た
エ
ー
ス
は
日
本
が
四
二
人
（
計
六
七
三
機
）
に
対
し
ソ
連
は
八
人
（
九
三
機
）
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
戦
果
査
定
の
寛
厳
に

起
因
す
る
。

源
田
孝
は
過
大
な
戦
果
申
告
が
飛
行
士
た
ち
の
自
信
と
闘
志
を
高
め
た
か
わ
り
に
、
上
層
部
の
情
勢
判
断
を
誤
ら
せ
た
マ
イ
ナ
ス
面
を

指
摘
す
る
（
34
）

。
マ
イ
ナ
ス
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
九
七
戦
の
活
躍
に
幻
惑
さ
れ
て
か
、
日
本
陸
軍
は
格
闘
戦
本
位
の
軽
戦
に
固
執

し
、
高
速
の
重
戦
に
よ
る
編
隊
空
戦
へ
移
り
つ
つ
あ
っ
た
世
界
の
大
勢
に
た
ち
お
く
れ
る
。
爆
撃
機
の
不
振
も
、
太
平
洋
戦
爭
末
期
ま
で

つ
づ
く
。

さ
て
前
記
の
よ
う
な
諸
指
標
か
ら
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
戦
の
勝
敗
・
優
劣
を
判
定
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
飛

行
機
、
人
員
の
損
失
数
で
は
日
ソ
は
ほ
ぼ
均
等
で
あ
る
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
主
体
は
地
上
戦
だ
っ
た
か
ら
、
地
上
直
協
へ
の
貢
献
度
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
砲
兵
、
戦
車
、
歩
兵
に
比
べ

る
と
、
殺
傷
効
果
は
格
段
に
小
さ
か
っ
た
。
地
上
の
兵
士
た
ち
は
草
原
地
帯
の
砂
丘
に
掘
っ
た
壕
に
ひ
そ
ん
で
い
た
か
ら
、
直
撃
弾
を
食

わ
な
い
か
ぎ
り
爆
撃
や
機
銃
掃
射
の
犠
牲
と
な
る
例
は
稀
だ
っ
た
。
参
戦
兵
士
た
ち
の
体
験
記
録
に
も
、
被
爆
の
記
事
は
あ
ま
り
見
当
ら

な
い
。
ソ
連
軍
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。

結
果
的
に
航
空
は
、
日
ソ
と
も
に
戦
局
の
帰
結
に
結
び
つ
く
よ
う
な
影
響
力
は
発
揮
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。『
ノ
モ
ン
ハ
ン
航

一
二
七
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表 4　ノモンハン空戦の個人撃墜数

×戦死

日　本 ソ　連

氏名 ノモンハン 総撃墜数 氏名 ノモンハン 総撃墜数

篠原弘道准尉 58 Ｖ．ツェルデフ大尉 14 17

垂井光義曹長 28 38 Ｖ．ラホフ中尉 〃

島田健二大尉 27 Ａ．コス 12

花田富男曹長 25 25 Ｓ．グリツェベッツ少佐 11 42

斎藤正午曹長 〃 26 Ａ．ビアンコフ 〃

加藤正治曹長 23 23 Ｍ．ノガ大尉 〃 30

東郷三郎准尉 22 22 Ｇ．クラブチェンコ少佐 10 20

大塚善三郎軍曹 〃 〃 Ｎ．グリネフ 〃

浅野等准尉 〃 〃 Ｔ．クツェバロフ少佐 9

斎藤千代治曹長 21 24 Ａ．スミルノフ 〃 29

細野勇曹長 〃 26 Ｓ．ダニロフ少佐 8

岩橋譲三大尉 20 21＋ Ａ．ボロジェイキン中尉 6 65

吉山文治曹長 〃 Ｖ．トゥルバチェンコ 5 8

古郡五郎曹長 〃 25＋ Ｉ．クラスノユルチェンコ 〃 24

〔出所〕　日本は秦郁彦・伊沢保穂『日本陸軍戦闘機隊』（酣灯社、1977）

　　　ソ連はT．Polak with C．Shores，Stalin’s Falcons（London, 1999）

注⑴　ノモンハン戦の日本飛行士の個人撃墜数は、15機以上が25人、計438機、

10機以上では42人、計673機となる。

⑵　撃墜記録は自己申告が通例で、公認とは言いがたい。

⑶　「総撃墜数」は第 2次大戦全期を通じての数字。

×

×

×

×

×
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空
戦
史
』
の
著
書
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
が
「
エ
ア
パ
ワ
ー
の
集
中
的
な
運
用
が
試
み
ら
れ
た
最
初
の
戦
場
」
で
あ
っ
た
が
、「
勝
敗
に
つ
い

て
は
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
（
35
）

」
と
い
う
言
い
方
で
、
最
終
判
定
を
留
保
し
た
こ
と
に
私
も
同
調
し
た
い
。

注（
1
） 

檮
原
秀
見
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
戦
の
総
決
算
」、
入
江
徳
郎
「
忘
れ
得
ぬ
古
戦
場
」、（
雑
誌
『
丸
』
123
号
、
一
九
五
八
年
）

（
2
） 

戦
史
叢
書
『
満
州
方
面
陸
軍
航
空
作
戦
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
七
）

（
3
） 

滝
山
和
「
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
語
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」（『
軍
事
史
学
』
128
号
、
一
九
九
七
年
）

（
4
） 

「
第
二
飛
行
集
団
作
戦
経
過
の
概
要
」（『
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
関
連
資
料
集
』）
五
三
六
ペ
ー
ジ

（
5
） 

Ａ
・
Ｄ
・
ク
ッ
ク
ス
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
上
、
七
〇
ペ
ー
ジ
。
松
村
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

（
6
） 

ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
、
六
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
7
）  

東
京
裁
判
の
速
記
録
、
一
九
四
八
年
一
月
二
十
九
日
、
な
お
ほ
ぼ
同
じ
チ
ョ
グ
ド
ン
の
証
言
が
Ｏ
・
プ
レ
ブ
編
『
ハ
ル
ハ
河
会
戦
・
参
戦
兵
士

た
ち
の
回
想
』（
恒
文
社
、
一
九
八
四
）
一
一
八
ペ
ー
ジ
に
あ
る
。

（
8
） 

戦
史
叢
書
『
関
東
軍
〈1〉
』
の
未
定
稿
、
八
九
一
│
九
二
ペ
ー
ジ
。

（
9
）  

ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
、
源
田
孝
監
訳
・
解
說
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
戦
全
史
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
〇
）、
三
六
〜
四
四
ペ
ー
ジ
、
な
お
ノ
モ

ン
ハ
ン
航
空
戦
の
戦
果
と
損
失
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
本
書
と
前
掲
の
戦
史
叢
書
、
Ⅴ
・
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
「
ハ
ル
ヒ
ン
ゴ
ル－

空
の
戦

爭
」（
モ
ス
ク
ワ
、
二
〇
〇
二
年
）、
邦
訳
は
未
刊
、
一
部
は
古
是
三
春
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
真
実
』（
二
〇
〇
九
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
） 

前
掲
『
満
州
方
面
陸
軍
航
空
作
戦
』
二
〇
〇
ペ
ー
ジ

（
11
） 

古
川
常
深
手
記
（『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
第
11
号
、
一
九
七
四
年
）

（
12
） 

ア
・
ベ
・
ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
戦
記
』（
弘
文
堂
、
一
九
六
四
）
一
三－

一
九
ペ
ー
ジ

（
13
） 

ソ
連
側
の
デ
ー
タ
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
、
六
五
五
ペ
ー
ジ
、
日
本
側
の
デ
ー
タ
は
「
第
二
飛
行
集
団
作
戦
経
過
の
概
要
」
の
付
表
四
を
参
照
。

一
二
九
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（
14
） 

『
飛
行
第
十
五
戦
（
連
）
隊
史
』（
非
売
品
、
一
九
八
七
）
一
一
二
ペ
ー
ジ

（
15
） 

「
第
二
飛
行
集
団
死
没
者
名
簿
」（
戦
史
部
、
陸
軍
航
空
│
満
州
一
〇
七
）

（
16
） 
『
関
東
軍
〈1〉
』
五
二
八
ペ
ー
ジ
、『
満
州
方
面
陸
軍
航
空
作
戦
』
二
四
二
ペ
ー
ジ

（
17
） 
前
掲
『
飛
行
第
十
五
戦
（
連
）
隊
史
』
一
四
七
│
四
八
ペ
ー
ジ

（
18
） 

佐
藤
勝
雄
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
つ
い
て
」（『
軍
事
史
学
』
97
号
、
一
九
八
九
）

（
19
） 

鎌
倉
英
也
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
隠
さ
れ
た
戦
爭
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
一
）
七
九
ペ
ー
ジ

（
20
）  

五
月
二
十
九
日
、
ウ
ォ
ロ
シ
ロ
フ
国
防
相
か
ら
「
日
本
軍
国
主
義
を
打
倒
せ
よ
」
と
激
励
さ
れ
て
モ
ス
ク
ワ
を
輸
送
機
で
出
発
し
た
一
行
は
、

チ
タ
で
新
銳
機
を
受
領
し
て
六
月
四
日
タ
ム
ス
ク
に
到
着
し
た
。
一
行
に
は
11
人
の
ソ
連
邦
英
雄
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
（
前
掲
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ

フ
四
六
│
四
七
ペ
ー
ジ
）。

（
21
） 

前
掲
滝
山

（
22
） 

松
村
黄
次
郎
『
撃
墜
』（
教
学
社
、
一
九
四
二
）

（
23
） 

前
掲
ク
ッ
ク
ス
上
、
一
三
四
ペ
ー
ジ

（
24
） 

辻
政
信
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』（
亜
東
書
房
、
一
九
五
〇
）
一
一
八
ペ
ー
ジ

（
25
） 

前
掲
「
ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
」

（
26
） 

同
右
六
五
五
ペ
ー
ジ

（
27
） 

前
掲
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
、
一
二
四
│
二
九
ペ
ー
ジ

（
28
） 

檮
原
秀
見
手
記
（『
丸
』
123
号
、
一
九
五
八
）

（
29
） 

渡
辺
亮
吉
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
陣
中
日
誌
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
一
）
一
四
二
│
四
四
ペ
ー
ジ

（
30
） 

釜
井
耕
輝
回
想
記
（
防
衛
研
究
所
増
）

（
31
） 

前
掲
「
第
二
飛
行
集
団
作
戦
経
過
の
概
要
」
五
三
六
ペ
ー
ジ

（
32
） 

前
掲
佐
藤
勝
雄
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
つ
い
て
」

一
三
〇
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（
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（
33
） 

前
掲
ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
一
三
四
ペ
ー
ジ

（
34
） 

前
掲
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
の
源
田
孝
解
說
、
二
三
二
ペ
ー
ジ

（
35
） 
同
右
、
一
七
三
、
二
三
三
ペ
ー
ジ

第
二
章　

統
計
か
ら
見
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
総
括

展
望

戦
史
研
究
に
は
公
式
記
録
を
裏
づ
け
る
統
計
資
料
が
欠
か
せ
な
い
。
た
と
え
ば
日
清
戦
爭
で
は
、
陸
軍
省
編
『
明
治
二
十
七
八
年
戦
役

統
計
』
全
二
巻
（
一
九
〇
二
年
刊
）、
日
露
戦
爭
で
は
陸
軍
省
編
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
統
計
』
全
六
巻
（
一
九
一
一
年
）
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
太
平
洋
戦
爭
（
支
那
事
変
・
大
東
亜
戦
爭
）
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
編
の
『
戦
史
叢
書
』
全
一
〇
二
巻

（
一
九
六
六
│
八
〇
年
刊
）
に
は
、
各
種
の
統
計
情
報
は
散
在
し
て
い
る
も
の
の
、
日
清
・
日
露
戦
爭
の
よ
う
に
全
戦
役
を
カ
バ
ー
す
る
統

計
篇
は
入
っ
て
い
な
い
。
終
戦
時
に
基
本
デ
ー
タ
と
な
る
公
文
書
の
大
部
分
を
焼
却
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
、
戦
史
叢
書
は
わ
ず
か
に
滅

失
を
免
れ
た
文
書
や
、
関
係
者
の
回
想
・
メ
モ
等
に
依
拠
し
て
執
筆
さ
れ
た
。

戦
役
統
計
は
戦
爭
終
結
後
に
相
手
側
の
デ
ー
タ
も
参
照
し
、
各
部
隊
の
戦
闘
詳
報
や
戦
時
日
誌
等
を
集
計
・
突
合
す
る
作
業
を
重
ね
て

作
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
よ
う
な
事
情
で
、
こ
う
し
た
作
業
を
進
め
る
手
が
か
り
が
失
な
わ
れ
た
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
史
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
戦
史
叢
書
の
『
関
東
軍
〈1〉
対
ソ
戦
備
・
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
』（
西
原
征
夫
元
大

一
三
一
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表 1　日本軍の人的損害（総括）

出典 日付 Ａ 戦死 Ｂ 生死
　 不明

Ｃ 小計
（Ａ＋Ｂ） Ｄ 戦傷 Ｅ 戦（平）病 Ｆ 総計

（Ｃ～Ｅ）

1．第 6軍軍医部
　　調査表 昭和14年秋 7,720 1,021 8,741 8,664 2,363 19,768

2 ．同上の秦補正 9,130 20,157

3 ．七師団戦記資料 昭和14年秋 8,629 9,087 17,716

4 ．関東軍の陸相への
　　報告 14/12/ 9 8,000 8,800 1,200 18,000

5 ．大本営の質疑応答
　　資料 14/10/17 約8,000 約8,000 2,000弱 18,000

6 ．地方長官会議での
　　新聞発表 14/10/ 3 約18,000

7 ．石井部隊長
　　状況報告 14/10/ 9 8,440 8,766 17,206

8 ．ハイラル忠霊塔の
　　合祀者 17/ 9 /10 9,471

9 ．靖国神社の
　　慰霊祭文 34/ 9 /16 7,720

11．ジューコフ報告書
　　推計 1939年11月 2.2 ～

2.3万
5.2 ～
5.5万

12．ワルターノフ推計 1991年 1.2万＋ 2.6万 3.8万

注⑴　Ａの 1と 2については表 2を参照。
　⑵　 4～ 6は同じ典拠からの引用と推定される。
　⑶　 7は戦史叢書未定稿2039ページより。
　⑷　 8は『七師団戦記』488ページ。なお満軍の合祀者は202人。昭和 6年の

満州事変から17年までの日満両軍（満警をふくむ）の合祀者数は10,301柱
となっている。

　⑸　 9について、昭48年11月11日の慰霊祭文では「7000有余」と表現している。
　⑹　11はジューコフ報告書（防衛研究所編『ノモンハン事件関連史料集』634
ページに訳出）。

　⑺　12は『ノモンハン・ハルハ河戦爭』（1992）、157ページ。
　⑻　軍馬について、第 6軍獣医部の参加2,887、損耗2,280頭の統計がある。
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表 2　日本軍の出動兵力と損害（部隊別）

部隊
Ⅰ 出動兵力 Ⅱ 戦死 Ⅲ 生死

　 不明 Ⅳ 戦傷 Ⅴ 戦
（平）病

Ⅵ 総計
（Ⅰ～Ⅴ）

Ⅵ
Ⅰ（％）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ

第 1師団 4,980 70 100 170

 ａ 太田支隊 2,326 29 29

 ｂ 後藤支隊 （欠） 1 1 2

第 2 師団 10,203 11,800 193 200 111 110 98 402 310

第 4 師団 9,841 8,315 3 5 2 6 6 187 198 11

第 7 師団 10,613 10,308 1,109 1,505 345 1,699 1,851 328 3,481 3,356 32.8

 ａ 歩26連隊 2,764 438 166 777

 ｂ 歩28連隊 2,348 482 99 625

第23師団 15,140 14,137 4,976 5,224 349 5,321 5,561 1,312 11,958 10,785 79.0

 ａ 歩64連隊 4,615 1,361 113 1,506 198 3,178

 ｂ 歩71連隊 4,551 1,636 359 1,777 482 4,254

 ｃ 歩72連隊 3,014 847 54 1,222 244 2,367

 ｄ 砲13連隊 1,747 569 98 595 66 1,328

 ｅ 工23連隊 338 70 0 109 109 288

 ｆ 捜索隊 380 120 9 69 53 251

第八国境守備隊 4,579 4,883 660 779 98 596 100 1,454 1,382 31.8

砲兵隊（畑部隊） 2,900 2,472 556 352 211 525 177 158 1,450 529 50.1

独立守備隊 （欠） 3,012 109 38 12 143 59 27 291 97

高射砲隊 （欠） 935 21 7 98 29 29 148 36

自動車隊 2,811 2,536 32 31 40 86 72 117

戦車隊 （欠） 1,627 77 83 160

航空隊 （欠） 3,307 55 58 113

防疫給水部 412 27 26 73

電信 3連隊 （欠） 1,165 14 29

迫撃砲隊 （欠） 401 20 44

その他共合計 58,925 75,736 7,720 8,629 1,021 8,664 9,087 2,363 19,768 17,716 32.2
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佐
執
筆
、
一
九
六
九
年
刊
）
は
、
復
元
可
能
な
情
報
を

取
り
入
れ
、
事
件
の
輪
郭
を
復
元
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
現
在
で
も
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
史
の
標
準
的
文

献
と
評
し
て
よ
い
。

戦
史
叢
書
の
弱

は
信
頼
性
の
高
い
ソ
連
側
情
報

を
得
ら
れ
ず
、
日
本
側
情
報
と
の
比
較
照
合
が
困
難

な

に
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
Ａ
・
Ｄ
・
ク
ッ
ク
ス

の
名
著
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
│
草
原
の
日
ソ
戦
│

一
九
三
九
』（
原
著
は
一
九
八
五
年
刊
）
に
も
あ
て
は

ま
る
。

ソ
連
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
関
連
史
料
が
次
々
に
公
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
共
産
主
義
独
裁
体
制
が

崩
壊
し
た
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。
何
よ
り

も
歴
史
家
た
ち
を
衝
動
し
た
の
は
、
ソ
連
軍
死
傷
者

数
の
激
増
ぶ
り
だ
っ
た
。

表
4
が
示
す
よ
う
に
、
公
式
戦
史
の
九
八
二
四
人

は
の
ち
一
万
八
千
余
↓
二
万
四
千
↓
二
万
五
千
余
人

〔出所〕 　Ａは、戦史叢書『関東軍〈 1〉』p.713に掲記されている「第 2次ノモン

ハン事件部隊損耗状況調査表」（第 6軍軍医部調整、日付不明）、ただし

第 7師団のａ、ｂは防研所蔵の「第七師団戦闘詳報」（ 9月16日まで）よ

り、第23師団のａ～ｆは前記の『関東軍〈 1〉』p.707 ～ 708の「自 6月20

日至 9月15日　第23師団部隊別損耗表」（師団軍医部調製、14年10月27日）

より抜粋。

Ｂは三田真弘編『七師団戦記・ノモンハンの死闘』（北海タイムス社、

1965）の復刻版（1995年）p.494に「ノモンハン戦参加部隊別戦死傷者数」

（停戦後関東軍発表『軍事極秘書類』による）」として掲記されているも

の。

注⑴　Ａには、第一次ノモンハン事件における第23師団山県支隊の戦死159、

戦傷119、生死不明12、計290人が計上されていない。

⑵　第23師団の歩71のⅢ生死不明359人には疑問がある。歩71の戦闘詳報は

戦死1,946、生死不明48、戦傷2,066、計4,060人としている。生死不明の

差数311人は戦死に加えられた可能性がある。

⑶　航空隊の戦死と戦傷者数は明らかに過少である。第 1章の表 3による

と、戦死・行方不明は151名（うち地上勤務者11名）で、停戦後にソ連軍

から空中勤務者55名の遺体が返却された。ここに計上した55名は、それ

を採用したものと推定する。
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と
殖
え
て
い
く
。
そ
う
な
る
と
、
表
1
が
示
す
よ

う
に
一
万
八
千
〜
二
万
人
の
範
囲
で
微
差
の
域
に

と
ど
ま
っ
て
き
た
日
本
軍
の
死
傷
者
数
を
か
な
り

上
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
、
ソ
連
軍
の
一
方
的
勝
利

が
定
說
化
し
て
い
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
イ
メ
ー
ジ

は
ゆ
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
実
際
に
日
本
の
研
究
者
や

評
論
家
の
間
で
は
、
引
き
分
け
說
や
日
本
軍
の
勝

利
を
唱
え
る
声
も
出
た
。

も
っ
と
も
戦
死
に
生
死
不
明
、
行
方
不
明
を
加

え
た
数
字
で
比
較
す
る
と
、
日
ソ
両
軍
と
も
九
千

人
前
後
で
ほ
ぼ
同
数
だ
か
ら
、
全
損
害
（
戦
死
傷
）

の
落
差
は
傷
病
者
数
（
日
本
は
約
一
万
一
千
、
ソ
連

軍
は
約
一
万
六
千
）
の
差
に
起
因
す
る
と
み
な
せ

よ
う
。
そ
れ
は
ソ
連
軍
の
八
月
攻
勢
で
日
本
軍
が

「
包
囲
殲
滅
」
さ
れ
た
姿
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。

勝
敗
の
判
定
は
、
何
よ
り
も
戦
爭
目
的
を
達
成

し
た
か
否
か
で
き
ま
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
戦

表 3　時期別の日本軍参戦者と死傷者数

（1939年）

時期 Ａ 戦闘参加人員 Ｂ 戦死傷者 Ｃ 比率ＢＡ（％）

7月 3日～ 4日 10,000 800 8

7 月 7 日～ 14日 15,000 2,500 16

7 月23日～ 25日 22,000 1,700 8

8 月 1 日～ 20日 22,000 1,800 8

8 月下旬 25,000 8,500 34

計 15,300

〔出所〕　小沼治夫中佐メモ

　注⑴　地上部隊のみ。

⑵　 9月22日～30日の日本軍による屍体収容数は4,386体で、多くは 8月下

旬の戦死者と推定される。小松原日記（10月 5 日）には、第23師団の 8

月20日以降の遺留3,529人のうち収容2,475人、その差数約1,000人との記

事がある。

⑶　小松原日記（10月 5 日）には、 8月下旬の戦闘における戦死は3,301人

生死不明1,860人、計3,540人との記事がある。第 7師団、第八国境守備隊、

砲兵団の戦死者・生死不明者をあわせると5,000人前後と推定される。
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表 4　ソ蒙軍参戦兵力と人的損害

　　　出典 Ａ 日付 Ｂ 参戦
　 兵力 Ｃ 死亡 Ｄ 行方

　 不明 Ｅ 捕虜 Ｆ 傷病 Ｇ 総計

　ソ連軍

1  東京裁判判決 1948.11 9,000以上

2  第二次世界大戦史 1960 9,824

3  ソ連軍事百科事典 1980 18,500

4  東京シンポにおける
　　ワルターノフ報告 1991. 8 3,948 154 94 14,619 18,815

5  クリヴォシェーエフ 1993 69,101 6,831 1,143 15,952 23,926

6  クリヴォシェーエフ改 2001 〃 7,675 2,028 15,952 25,655

　モンゴル軍

7  ワルターノフ報告 1991. 8 165 401 566

8  ガンボルド報告 1994 8,575 237 32 626 895

9  モンゴル戦史研究所 2001 6,500 280 710 990

〔出所〕 　 4 は『ノモンハン・ハルハ河戦爭』（1992）159ページ、 5は『ノモン
ハン事件関連史料集』（防衛研究所、2007）に訳出されている。クリヴォ
シェーエフ『戦爭・軍事行動、武力紛爭中のソ連軍の損害』（ロシア国防
省軍事出版所、1993）。Ｃの 4～ 6は戦死、戦傷死、戦病死の合計。
6はクリヴォシエーエフ編「20世紀の戦爭におけるロシアとソ連─統

計的研究」（モスクワ、2001）。2010年の改定版もあるが、変ったのは独
ソ戦が主で、ノモンハンの統計は2001年版を踏襲している（笠原孝太の
調査による）。
7は 4に同じ。
8は1994年 8 月のウランバートル国際シンポにおけるガンボルド（国

防省）の報告（二木博史『日本モンゴル学会紀要』25号、1994年に掲記）
9は鎌倉英也『ノモンハン隠された戦爭』（2001）210ページ
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闘
の
主
目
標
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
地
区
に
お
け
る
係
爭
地
域
の
爭
奪
だ
か
ら
、
そ
れ
を
失
っ
た
日
本
軍
の
敗
北
と
評
す
る
ほ
か
な
い
。
と
く
に

最
激
戦
と
な
っ
た
八
月
下
旬
の
戦
闘
で
力
攻
め
に
徹
し
た
ソ
連
軍
が
、
守
り
に
立
っ
た
日
本
軍
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
損
害
を
出
し

て
も
ふ
し
ぎ
は
な
か
っ
た
。

勝
利
者
と
し
て
の
栄
冠
を
得
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
将
軍
と
し
て
は
、
日
本
軍
を
上
ま
わ
る
損
害
を
公
式
報
告
書
で
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
モ
ス
ク
ワ
の
意
向
を
打
診
し
た
う
え
で
の
操
作
で
は
あ
ろ
う
が
、
日
本
軍
の
兵
力
を
七
・
五
万
、
戦
死
者

を
二
・
二
〜
二
・
三
万
、
死
傷
者
を
五
・
二
〜
五
・
五
万
人
と
実
数
の
二
倍
以
上
に
見
積
っ
た
。

そ
の
反
面
、
自
軍
の
損
害
を
半
分
以
下
に
計
上
し
た
の
も
一
方
的
勝
利
の
イ
メ
ー
ジ
を
仕
立
て
る
算
段
か
と
思
わ
れ
る
が
、
内
訳
に
は

不
自
然
な
部
分
を
残
し
た
。
経
験
則
で
は
死
者
と
傷
者
の
比
率
は
一
対
三
と
さ
れ
て
い
る
が
、
表
4
で
は
一
・
五
倍
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

完
勝
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
日
本
軍
の
死
傷
数
を
自
軍
の
五
倍
以
上
と
見
せ
か
け
る
操
作
の
過
程
で
生
じ
た
不
自
然
さ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
日
露
戦
爭
に
お
け
る
日
本
軍
の
統
計
を
見
る
と
、
対
象
は
人
員
（
動
員
、
死
傷
、
補
充
）
な
ど
、
作
戦
、
情
報
、
兵
站
（
補
給
）、

運
輸
、
通
信
、
兵
器
（
保
有
、
射
耗
、
損
失
、
補
充
等
）、
衛
生
、
軍
馬
、
刑
罰
、
捕
虜
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
読
者
に
と
っ
て
最

大
の
関
心
事
は
人
員
、
つ
い
で
兵
器
、
兵
站
か
と
思
わ
れ
る
が
、
不
十
分
な
が
ら
こ
れ
ら
の
分
野
を
中
心
に
入
手
で
き
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦

に
お
け
る
日
ソ
両
軍
（
満
州
国
軍
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
ふ
く
む
）
の
統
計
を
次
に
掲
記
し
、
必
要
な
解
說
を
加
え
た
い
。

日
本
軍
の
出
動
兵
力
と
人
的
損
害

表
1
は
「
日
本
軍
の
出
動
兵
力
と
損
害
」
の
総
括
表
で
、
事
件
終
結
直
後
の
新
聞
発
表
や
関
連
の
諸
情
報
の
う
ち
確
度
が
高
い
と
思
わ

れ
る
も
の
を
列
挙
し
た
。
こ
の
う
ち
部
隊
別
の
詳
細
な
統
計
は
1
と
3
だ
け
な
の
で
、
表
2
に
「
第
六
軍
軍
医
部
調
査
表
」（
Ａ
）
と
「
七

一
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師
団
戦
記
資
料
」（
Ｂ
）
を
並
べ
て
掲
記
し
た
。

い
ず
れ
も
昭
和
十
四
年
秋
の
調
査
と
推
定
さ
れ
る
が
、
Ａ
は
対
象
時
期
が
第
二
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
以
降
と
注
記
さ
れ
、
五
月
の
戦
闘

は
除
か
れ
て
い
る
。
比
較
す
る
と
、
Ｂ
の
ほ
う
が
「
出
動
兵
力
」
で
Ａ
よ
り
約
一
万
七
千
人
、「
戦
死
」
で
一
千
人
近
く
多
い
が
、
Ｂ
に

は
「
生
死
不
明
」
の
項
が
欠
け
、
戦
死
と
の
合
計
で
は
大
差
が
な
い
。
ま
た
Ｂ
は
「
戦
（
平
）
病
」（
二
三
六
三
人
）
を
省
い
た
た
め
も

あ
っ
て
か
、
表
2
Ⅵ
の
総
計
で
は
Ａ
が
約
二
万
人
、
Ｂ
が
約
一
万
八
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
で
空
欄
と
な
っ
て
い
る
戦
車
隊
、
航
空
隊
等
の
死
傷
者
に
つ
い
て
、
Ｂ
を
参
考
に
秦
が
補
正
し
た
数
字
（
表
1
の
Ｆ
2
）
は

二
〇
、一
五
七
人
で
、
約
二
万
人
と
い
う
概
数
は
動
か
な
い
。
こ
の
う
ち
「
戦
死
・
行
方
不
明
」
の
小
計
は
、
九
一
三
〇
人
を
占
め
る
。

そ
の
他
の
問
題

は
、
表
1
、
表
2
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

表
1
の
4
以
下
に
は
、
今
ま
で
に
登
場
し
た
諸
情
報
の
概
数
を
列
挙
し
て
お
い
た
。
戦
死
数
の
最
大
は
8
の
ハ
イ
ラ
ル
忠
霊
塔
の
合
祀

者
数
だ
が
、「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
と
限
定
し
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
十
四
年
度
の
匪
賊
討
伐
に
お
け
る
犠
牲
者
を
加
え
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
結
論
と
し
て
、
日
本
軍
の
損
害
は
約
二
万
人
、
う
ち
戦
死
者
は
約
九
千
人
と
算
定
す
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

表
1
の
内
訳
で
論
議
の
余
地
が
残
る
の
は
、「
生
死
不
明
」
の
項
で
あ
ろ
う
。
停
戦
前
後
に
は
一
九
四
三
人
と
い
う
数
字
も
見
つ
か
る

が
、
屍
体
発
掘
、
捕
虜
交
換
等
で
戦
死
者
の
確
認
が
進
み
、
一
、〇
二
一
人
（
表
1
の
Ｂ
）
ま
た
は
七
二
二
人
（
詳
細
は
表
2
の
注
1
、
2
を

参
照
）
ま
で
減
っ
た
。

大
多
数
は
捕
虜
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
き
た
が
、
二
次
に
わ
た
る
捕
虜
交
換
で
帰
還
し
た
の
は
一
五
九
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
大
量
の
残
留
者
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
臆
測
が
生
れ
た
。
こ
の

に
つ
い
て
は
、
確
実
な
資
料
を
持
っ
て
い
る
は
ず
の
ソ

連
側
情
報
を
後
で
檢
討
し
た
い
。

一
三
八



ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
総
括
（
秦
）

（
一
三
九
）

次
は
時
期
別
の
人
的
損
害
だ
が
、
特
定
の
局
面
だ
け
を
拾
っ
た
小
沼
メ
モ
の
試
算
を
表
3
に
示
し
た
。
死
傷
者
の
合
計
数
は

一
五
、三
〇
〇
人
で
表
1
の
2
秦
補
正
（
二
〇
、一
五
七
人
）
よ
り
五
千
人
近
く
少
な
い
が
、
お
よ
そ
の
傾
向
を
推
察
で
き
る
。
ソ
連
軍
の

損
害
を
示
す
表
5
ａ
と
5
ｂ
に
比
べ
る
と
、
両
軍
と
も
八
月
下
旬
の
損
害
が
全
期
間
の
五
割
前
後
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
守
勢
に

立
ち
壊
滅
し
た
日
本
軍
よ
り
、
攻
勢
を
か
け
た
ソ
連
軍
の
損
害
が
や
や
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

出
動
（
参
戦
）
兵
力
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
介
在
す
る
。
昭
和
期
の
日
本
陸
軍
は
連
隊
や
大
隊
の
戦
闘
詳
報
に
は
日
々

変
動
す
る
現
員
数
を
掲
記
し
て
い
る
が
、
師
団
、
軍
以
上
の
高
等
司
令
部
の
記
録
で
は
多
数
の
直
属
部
隊
や
独
立
部
隊
は
独
立
中
隊
の
よ

う
な
小
単
位
ま
で
列
挙
す
る
が
、
指
揮
下
の
総
現
員
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
た
形
跡
が
な
い
。
日
々
の
総
現
員
数
は
装
備
・
糧
食
の
補
給

と
い
う
觀

か
ら
考
え
て
も
総
司
令
部
の
最
大
関
心
事
の
は
ず
だ
が
戦
史
叢
書
は
も
と
よ
り
、
上
海
・
南
京
戦
を
指
揮
し
た
松
井
石
根
大

将
の
詳
細
な
日
記
に
も
関
連
の
記
述
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
虐
殺
事
件
で
悪
名
を
は
せ
た
南
京
攻
略
戦
に
加
わ
っ
た
日
本
軍
の
総
兵
力
は
、
現
在
で
も
不
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。
ノ
モ
ン

ハ
ン
事
件
も
例
外
で
は
な
い
。
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
は
編
制
に
つ
い
て
は
詳
述
し
て
い
る
が
、
兵
員
数
の
記
載
は
な
い
し
、
小
松
原
第

二
十
三
師
団
長
の
綿
密
な
日
誌
に
も
、
将
校
と
下
士
兵
を
区
分
し
た
戦
死
、
行
方
不
明
、
戦
傷
者
の
数
は
頻
出
す
る
が
、
日
々
の
現
員
数

は
記
事
が
な
く
、
わ
ず
か
に
九
月
一
日
現
在
で
残
兵
二
三
八
五
人
と
い
う
数
字
を
見
か
け
る
に
す
ぎ
な
い
。

ど
う
や
ら
こ
の
時
期
の
日
本
軍
高
級
指
揮
官
や
参
謀
は
、
指
揮
下
部
隊
の
現
員
で
は
な
く
編
制
定
数
と
い
う
「
あ
る
べ
き
姿
と
戦
力
」

を
念
頭
に
作
戦
を
進
め
て
い
た
と
言
え
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
に
お
け
る
日
本
軍
の
出
動
兵
力
数
は
い
ず
れ
も
軍
医
部
の
集
計
な
の
で
確
度
に
疑
問
は
残
る
が
、
そ
れ

で
も
表
2
の
Ⅰ
Ａ
（
約
五
万
九
千
）
と
表
2
の
Ⅰ
Ｂ
（
約
七
万
六
千
）
し
か
見
つ
か
ら
ず
、
両
者
に
は
一
万
六
千
余
の
差
が
あ
る
。

一
三
九
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応
急
派
兵
は
下
令
さ
れ
た
が
、

戦
場
外
で
待
機
す
る
だ
け
に
終
っ

た
り
、
間
接
的
に
参
加
し
た
後
方

部
隊
を
ど
こ
ま
で
カ
ウ
ン
ト
す
る

か
に
起
因
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な

お
停
戦
直
前
に
集
中
し
た
か
、
途

上
に
あ
っ
た
兵
力
は
計
一
〇
万
人

に
近
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

出
動
兵
力
数
を
取
り
あ
げ
る
さ

い
は
、
追
及
者
、
補
充
者
、
配
属

部
隊
の
仕
分
け
が
関
わ
っ
て
く
る
。

し
ば
し
ば
兵
力
の
逐
次
投
入
の
弊

害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

参
戦
部
隊
の
多
く
は
か
な
り
の
留

守
隊
を
残
す
応
急
派
兵
（
実
員
の

七
〜
八
割
が
通
例
）
の
ま
ま
出
動

し
、
損
耗
が
ふ
え
る
と
数
次
に
わ

表 5ａ　時期別のソ連軍の人的損害

時期 Ａ 戦死 Ｂ 戦傷死 Ｃ 行方不明 Ｄ 戦傷 Ｅ 総計

1939年 5 月 138 198

　　　 6月 42 55

　　　 7月 1,242 4,998

　　　 8月 1,855 9,350

全期間 3,946 667 154 14,601 18,815

〔出所〕　前掲ワルターノフ報告（典拠は第 1集団軍マジン衛生部長調査）

　注⑴　捕虜94人がＣの行方不明に含まれている可能性がある。

⑵　戦闘参加人員については1.2万（ 7月 3日）、5.2万（ 8月20日）、延6.9

万（クリヴォシェーエフ）という数字がある。

表 5ｂ　局面別のソ連軍の人的損害

時期 Ａ 戦死 Ｂ 行方不明 C 戦傷 計（Ａ～Ｃ）

ａ 5 月28日～30日
ソ 138

モ　33
198 336

ｂ 7 月 3 日～12日 2,103 328 522 2,953

ｃ 8 月20日～31日 1,570 131 7,583 9,284

出所：ａはコロミーエツ『ノモンハン戦車戦』（2002）、43ページ

　　　ｂは鎌倉英也『ノモンハン隠された戦爭』（2001）、177ページ

　　　ｃはジューコフ報告書、634ページ
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た
り
追
及
者
、
補
充
者
を
送
り
こ
ん
だ
。

第
二
十
三
師
団
の
例
を
見
る
と
、
十
四
年
六
月
末
の
編
制
定
員
は
一
一
八
三
五
人
、
現
員
は
一
三
一
六
三
人
（
別
に
馬
が
二
六
〇
二
頭
）

だ
が
、
第
二
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
六
月
二
十
日
に
応
急
派
兵
が
下
令
さ
れ
、
九
八
〇
二
人
が
出
動
し
て
い
る
（
1
）

。
そ
の
後
の
追
及
、
補
充

の
実
態
を
示
す
記
録
は
乏
し
い
が
、
停
戦
時
ま
で
の
累
計
出
動
者
は
、
表
2
の
Ⅰ
Ａ
で
一
五
一
四
〇
人
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
（
小
松

原
日
記
に
は
師
団
軍
医
部
の
集
計
と
し
て
一
五
、九
七
五
人
の
数
字
も
掲
記
）。

補
充
者
数
で
は
戦
闘
継
続
中
（
八
月
末
ま
で
）
か
休
止
中
か
に
分
け
て
檢
討
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
正
確
な
記
録
は
つ
か

め
な
い
。
小
沼
中
佐
の
メ
モ
に
は
停
戦
の
日
（
9
月
15
日
）
ま
で
に
第
二
十
三
師
団
が
九
二
〇
六
人
、
第
七
師
団
が
五
六
五
二
人
、
全
体

で
一
五
二
四
四
人
（
う
ち
内
地
よ
り
一
一
一
一
七
人
）
と
の
集
計
が
あ
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
損
耗
を
、
ほ
ぼ
埋
め
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

日
本
軍
と
と
も
に
戦
っ
た
満
州
国
軍
の
戦
歴
は
蘭
星
会
編
『
満
州
国
軍
』（
一
九
七
〇
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
に

つ
い
て
は
「
動
員
兵
力
一
万
八
千
」、「
国
軍
の
死
傷
は
明
ら
か
で
は
な
い
」（
五
七
六
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
断
片
的
情
報
を
見
か
け
る
程
度
に

す
ぎ
な
い
。
実
際
に
参
戦
し
た
興
安
支
隊
、
石
蘭
支
隊
、
鈴
木
支
隊
の
兵
力
規
模
は
、
各
一
千
〜
三
千
人
、
合
計
で
七
千
〜
八
千
人
と
推

定
さ
れ
る
。
損
耗
は
、
さ
ら
に
不
分
明
で
、
ハ
イ
ラ
ル
忠
霊
塔
の
合
祀
者
二
〇
二
人
の
ほ
か
に
戦
傷
五
二
三
人
と
い
う
軍
医
部
情
報
か
ら

死
傷
の
合
計
を
一
千
人
弱
と
推
定
し
て
、
大
き
な
誤
ま
り
は
あ
る
ま
い
。

ソ
連
軍
の
出
動
兵
力
と
人
的
損
害

表
4
が
示
す
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
加
え
た
ソ
連
軍
の
参
戦
兵
力
は
七
万
人
前
後
で
、
日
本
軍
と
さ
ほ
ど
変
ら
な
い
規
模
で
あ
る
。

違
い
を
探
せ
ば
日
本
軍
が
八
月
下
旬
ま
で
一
個
師
団
（
第
二
十
三
師
団
）
強
、
配
属
部
隊
や
補
充
を
入
れ
て
も
一
万
数
千
を
逐
次
投
入
し

一
四
一
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て
い
た
の
に
対
し
、
ソ
連
軍
は
六
月
上
旬
の
段
階
で
設
定
し
た
三
個
師
団
基
幹
の
投
入
を
進
め
、
圧
倒
的
優
勢
を
確
保
し
て
か
ら
八
月
攻

勢
を
発
動
し
た
。

こ
の
間
に
兵
力
は
一
・
二
万
（
七
月
三
日
）
か
ら
五
・
二
万
（
八
月
二
十
日
）
ま
で
増
大
し
た
。
Ｇ
・
Ｆ
・
ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
ー
エ
フ
将
軍
は

延
投
入
兵
力
を
六
・
九
万
と
算
定
し
て
い
る
。
日
本
軍
の
延
投
入
兵
力
も
ほ
ぼ
同
数
の
六
〜
七
万
だ
が
、
半
数
近
く
は
戦
場
後
方
で
待
機

し
た
だ
け
の
「
遊
兵
」
に
終
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

小
沼
中
佐
が
算
定
し
た
八
月
下
旬
に
お
け
る
日
本
軍
の
直
接
的
な
参
戦
兵
力
は
二
万
五
千
（
表
3
参
照
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
ソ
連
軍

は
二
倍
の
五
万
二
千
だ
が
、
優
勢
な
砲
兵
や
戦
車
の
援
護
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
日
本
軍
を
上
ま
わ
る
人
的
損
害
を
出
し
た
（
表
5
ｂ
参
照
）。

死
傷
あ
わ
せ
て
九
千
を
超
え
て
い
る
が
、
戦
死
だ
け
で
比
べ
る
と
、
五
千
人
前
後
と
推
定
さ
れ
る
日
本
軍
に
対
し
二
千
人
に
届
か
な
い
。

も
っ
と
も
戦
死
と
戦
傷
の
比
率
は
経
験
則
で
は
約
一
対
三
な
の
で
、
一
五
七
〇
人
の
戦
死
は
少
な
す
ぎ
る
。
実
数
を
三
千
〜
四
千
人
と
推

定
し
て
も
む
り
は
な
い
と
考
え
た
い
。

ソ
連
軍
の
死
傷
統
計
が
戦
中
、
戦
後
を
経
て
、
最
近
ま
で
増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
。
旧
ソ
連
時
代

は
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
勝
利
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
た
め
の
意
図
的
操
作
と
見
て
よ
い
が
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
研
究
者
が
モ
ス
ク
ワ
軍
事

公
文
書
館
の
記
録
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ほ
ぼ
実
態
に
近
い
数
字
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ク
リ
ヴ
ォ
シ
ェ
ー
エ
フ
を
監
修
者
と
す
る
調
査
チ
ー
ム
が
一
九
九
三
年
に
集
計
し
た
人
的
損
耗
計
二
三
、九
二
六
人
と
い
う
数
字
は
、

画
期
的
な
成
果
と
し
て
内
外
の
注
目
を
惹
く
。
二
〇
〇
一
年
の
改
定
作
業
で
、
そ
れ
は
二
五
、六
五
五
人
に
ふ
え
た
（
表
4
の
5
と
6
）
が
、

内
訳
を
見
る
と
ふ
え
た
の
は
戦
死
と
行
方
不
明
で
、
傷
病
者
の
数
字
は
一
九
九
三
年
調
査
と
同
数
で
あ
り
、
疑
問
が
残
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
時

で
は
戦
死
者
は
日
ソ
両
軍
と
も
に
約
一
万
人
、
死
傷
者
数
の
総
計
で
は
日
本
軍
の
約
二
万
に
対
し
、
二
万
五

一
四
二
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千
の
ソ
連
軍
は
や
や
多
い
と
結
論
し
て
よ
さ
そ
う
だ
。

日
ソ
両
軍
の
物
的
損
害

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
に
お
け
る
日
本
軍
の
装
備
・
兵
器
は
、
ソ
連
軍
に
比
し
劣
弱
だ
っ
た
た
め
に
敗
れ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
き

た
感
が
あ
る
が
果
し
て
そ
う
だ
っ
た
の
か
、
統
計
数
字
で
檢
証
し
て
み
よ
う
。

装
備
・
兵
器
は
多
種
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
重
軽
砲
と
戦
車
・
装
甲
車
に
絞
り
、
射
耗
弾
数
と
あ
わ
せ
觀
察
す
る
。

表
6
の
ａ
〜
ｆ
は
75
ミ
リ
以
上
の
火
砲
の
保
有
数
（
Ｉ
）
と
損
失
数
（
Ⅱ
）
を
示
す
。
日
本
軍
の
保
有
数
は
82
門
で
、
う
ち
63
門
が
失

な
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
20
門
は
八
月
下
旬
に
遺
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
下
で
砲
を
使
用
不
能
と
す
る
た
め
、
自
己
破
壊
し
た
こ
と

を
示
す
。
ソ
連
側
が
捕
獲
と
計
上
し
た
日
本
軍
の
砲
は
、
自
壊
分
を
ふ
く
む
と
思
わ
れ
る
。
Ⅱ
Ａ
の
小
計
63
門
、
Ⅱ
Ｂ
の
68
門
と
Ⅲ
の
62

門
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。

表
6
の
軽
砲
（
ｇ
〜
ｋ
）
に
つ
い
て
は
計
122
〜
166
門
の
数
字
し
か
判
明
せ
ず
、
砲
種
別
の
日
本
側
統
計
は
不
十
分
だ
が
、
ソ
軍
統
計
の

捕
獲
数
（
Ⅲ
）
が
参
考
と
な
る
。

な
お
保
有
数
（
Ａ
）
に
つ
い
て
は
、
八
月
下
旬
に
参
戦
し
た
第
七
師
団
や
伊
東
支
隊
（
八
国
の
歩
兵
、
野
砲
各
一
大
隊
基
幹
）
の
野
砲
、
連

隊
砲
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
加
え
る
と
Ⅱ
Ｂ
の
234
門
（
損
失
）
を
か
な
り
上
ま
わ
る
は
ず
で
あ
る
。

火
砲
の
性
能
に
つ
い
て
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
川
上
清
康
砲
兵
大
尉
は
「
威
力
性
能
は
（
ソ
軍
火
砲
に
）」
些
か
も
劣
ら
ず
、
と
く
に

15
榴
と
90
野
砲
は
威
力
を
十
分
に
発
揮
し
た
（
2
）

」
と
記
す
。
10
加
は
脚
の
折
損
や
駐
退
機
の
故
障
が
多
い
と
指
摘
し
、
15
加
は
射
程
不
足
で

精
度
も
低
い
と
し
て
廃
止
を
勸
告
し
て
い
た
。

と
く
に
参
戦
者
の
間
で
評
価
さ
れ
て
い
た
の
は
、
90
野
砲
だ
っ
た
。
日
露
戦
爭
期
の
三
八
式
野
砲
（
野
砲
13
の
装
備
）
の
後
継
と
し
て

一
四
三
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表 6　日本軍の主要兵器損失

種類
Ⅰ 保有数 Ⅱ 損失 Ⅲ ソ軍の

　 捕獲数 記事
Ａ Ｂ Ａ（自己破懐） Ｂ

ａ 89式15センチ加農砲 6 6 5（4） 5 穆稜重砲連隊

ｂ 96式15センチ榴弾砲 16 16 11（5） 7 野重 1連隊

ｃ 92式10センチ加農砲 16 16 11（1） 8 野重 7連隊

ｄ 改38式75ミリ野砲 24 24
34（10）

31 野砲13連隊

ｅ 38式12センチ榴弾砲 12 12 11 〃

ｆ 90式75ミリ野砲 8 8 2 独立野砲 1連隊

小計（ａ～ｆ） 82 82 63（20） 68 62

ｇ 41式71ミリ山砲 14 26 連隊砲

ｈ 92式70ミリ歩兵砲 22 30 大隊砲

ｉ 94式37ミリ連射砲 62 55

ｊ 迫撃砲 ？ 13

ｋ 88式75ミリ高射砲 24 0

小計（ｇ～ｋ） 122＋ 166 124

ｌ 89式中戦車 36 18
　7

安岡戦車団

ｍ 97式中戦車 4 1 〃

ｎ 95式軽戦車 36 11 〃

ｏ 軽装甲車 19 7 〃

ｐ 重軽機関銃 571 339

〔出所〕 　ⅠＡとⅡＡのａ～ｆは戦史叢書『関東軍〈 1〉』714ページ、ｌ～ｎは玉

田美郎『ノモンハンの真相』151～52ページ、ⅠＢは「満蒙国境事件に於

ける兵器関係資料」の川上大尉報告（防研蔵、満州─ノモンハン─163）、

ⅡＢは昭和14年12月 9 日陸相訪満時の関東軍報告、Ⅲはコロミーエツ

『ノモンハン戦車戦』136ページ。

注⑴　Ⅰｄの保有数は野砲13の固有装備である野砲24門の他に、戦利品の野

砲 7門が追給された。また野重部隊には自衛用の山砲10門が追給された。
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表 7　日本軍の砲弾射耗数

Ⅰ （1939年）

Ａ 砲兵団 Ｂ 砲13連隊 砲13第 4 中隊
（フイ高地） 同左第12中隊

ａ 7 月 1 日～ 4日 1,274

ｂ 7 月23日～25日 13,524 6,964

ｃ 初期～ 8月14日 24,800

ｄ 8 月 5 日（ 1基数） 2,640

ｅ 8 月12日（　〃　） 2,610

ｆ 8 月18日（　〃　） 2,330

ｇ 8 月 3 日～ 24日 2,568

ｈ 8 月21日 1,363

ｉ 8 月13日～ 26日 724

ｊ 全期間 45,747

出所：各部隊の戦闘詳報

　注⑴　Ａは重砲部隊と90野砲

⑵　Ａのｃは前掲川上大尉報告

⑶　Ｂのｊは五味川純平『ノモンハン』下134ページ（典拠不詳）

Ⅱ

部隊 日付 野砲 山砲 歩兵砲 速射砲 重機

ａ 山県支隊 5月27日～30日 230 1,325 243 703 47,000

ｂ 歩71連隊 7月 2日～ 6日 230 200 17,339

ｃ 歩72連隊 6月25日～ 7月 4日 400 125 1,014

ｄ 独立野砲
　 1連隊 7月23日～25日 4,674

ｅ 同上 8月 1日 110

ｄ 第 8 国境守備隊
　Ⅰ大隊 8月 5日～28日 813 1,468 122,507

ｅ 野砲 7連隊Ⅰ大隊 8月23日～29日 2,862

ｆ 林速射砲中隊 7月 3日～ 8月27日 2,067

ｇ 柴原速射砲中隊 7月 3日～23日 346

出所：各部隊の戦闘詳報等

　注⑴　ｆは戦車83両撃破、喪失 5門。ｇは戦車40両撃破、喪失 6門と記録。
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皇
紀
二
五
九
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
制
式
化
さ
れ
た
75
ミ
リ
砲
で
新
鋭
兵
器
と
は
言
え
な
い
が
、
初
速
が
大
、
精
度
が
良
く
、
射
程
も
15

榴
を
し
の
ぐ
一
万
四
千
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。
支
那
事
変
突
入
後
に
導
入
さ
れ
た
改
良
型
機
動
90
野
砲
は
、
パ
ン
ク
レ
ス
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の

牽
引
式
と
な
り
、
時
速
18
ｋ
ｍ
の
高
速
で
移
動
で
き
た
。

そ
の
た
め
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
よ
う
な
草
原
で
は
機
動
力
を
生
か
し
、
ハ
ル
ハ
河
東
岸
の
重
要
正
面
を
転
々
し
つ
つ
健
闘
し
た
。
陣
地
変
換
、

射
方
向
転
換
が
容
易
だ
っ
た
た
め
、
2
門
を
失
っ
た
だ
け
で
最
後
ま
で
戦
列
を
去
ら
な
か
っ
た
が
、
一
個
中
隊
を
華
北
に
派
遣
し
て
い
た

た
め
二
個
中
隊
分
の
八
門
し
か
投
入
で
き
な
か
っ
た
。
90
野
砲
を
野
砲
の
主
力
と
し
て
い
れ
ば
、
局
面
は
変
っ
た
ろ
う
と
残
念
が
る
声
も

あ
る
が
、
数
的
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
独
立
野
砲
兵
第
1
連
隊
の
戦
闘
詳
報
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
判
断
は
む
つ
か
し
い
。

対
戦
車
攻
撃
に
は
、
90
野
砲
、
38
野
砲
、
歩
兵
砲
（
41
山
砲
）
も
有
効
だ
っ
た
が
、
切
り
札
と
さ
れ
た
37
ミ
リ
速
射
砲
は
、
コ
ロ
ミ
ー

エ
ツ
は
「
最
優
秀
の
砲
、
徹
甲
弾
は
中
距
離
（
一
〇
〇
〇
ｍ
）
で
わ
が
戦
車
の
装
甲
を
貫
い
た
。
軽
量
で
所
在
を
見
つ
け
に
く
い
（
3
）

」
と
激

賞
し
た
。
し
か
し
川
上
大
尉
は
、
戦
闘
後
半
に
な
る
と
、
ソ
軍
戦
車
は
わ
が
速
射
砲
の
有
効
射
程
外
で
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
停
止
射
撃
に
移

る
対
抗
策
を
講
じ
た
の
で
、
返
り
討
ち
に
会
う
機
会
が
ふ
え
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。

火
砲
の
性
能
に
大
差
が
な
い
と
す
れ
ば
、
勝
負
は
砲
数
と
弾
薬
量
で
決
つ
て
く
る
。
口
径
10
セ
ン
チ
以
上
の
重
砲
で
比
較
す
る
（
表
6

と
表
8
）
と
、
砲
数
で
は
50
門
（
日
）
対
156
門
（
ソ
）
で
約
1
対
3
、
10
セ
ン
チ
以
下
の
軽
砲
を
加
え
る
と
277
門
（
日
）
対
546
門
（
ソ
）
で

1
対
2
と
な
る
。
格
差
は
意
外
に
小
さ
い
と
も
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
弾
薬
量
を
射
耗
数
に
よ
り
觀
察
し
て
み
る
が
、
日
本
軍
の
公
式
統
計
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
断
片
的
な
記
録
（
表
7
）
で
推

察
す
る
し
か
な
い
。
手
が
か
り
に
な
る
の
は
七
月
二
十
三－

二
十
五
日
の
砲
兵
戦
記
録
で
、
野
重
三
個
連
隊
、
野
砲
13
連
隊
、
90
野
砲
の

連
隊
が
準
備
し
た
二
九
三
〇
〇
発
（
五
基
数
）
に
対
し
、
実
際
の
射
耗
は
二
〇
四
八
八
発
だ
っ
た
。
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残
る
約
九
千
発
は
そ
の
後
の
戦

闘
で
撃
ち
つ
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

が
、
後
方
か
ら
の
追
加
補
給
が
見

込
薄
の
た
め
極
端
な
節
約
を
強
い

ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
小
松
原
日
記

の
「
七
月
二
十
八
日
以
降
は
日
々

砲
兵
弾
薬
の
使
用
基
数
は
15
榴
は

0
・
0
6
基
数
、
九
〇
野
砲
は

0
・
0
5
基
数
、
そ
の
他
の
砲
は

0
・
15
基
数
」
と
の
記
事
か
ら
見

当
が
つ
く
。

0
・
15
基
数
は
一
日
一
門
に
つ

き
野
砲
が
十
五
発
、
重
砲
は
九
発

に
す
ぎ
ず
、
節
約
し
て
貯
め
た
砲

弾
を
八
月
五
日
、
十
二
日
、
十
八

日
に
一
基
数
撃
っ
た
記
録
も
あ
る

（
表
7
参
照
）。

表 8　ソ連軍の主要兵器損失

出典

 種類

ジューコフ コロミーエツ

Ａ 保有 Ｂ 損失 Ａ 保有 Ｂ 損失（うち全損）

ａ 152ミリ榴弾砲 36 6

130

6

ｂ 122ミリ榴弾砲 84 26 31（5）

ｃ 107ミリ砲 36 4 4

小計（ａ～ｃ） 156 36 41（5）

ｄ 76ミリ野砲 52 11 11（2）

ｅ 76ミリ連隊砲 7 162 14（7）

ｆ 82ミリ迫撃砲 8（8）

ｇ 45ミリ対戦車砲 12 180 20（8）

ｈ 76ミリ高射砲 87 53（25）

小計（ｄ～ｇ） 28 53（25）

ｉ 機関銃 242 2,489（346）

ｊ ＢＴ‒ 7 戦車

438

59

ｋ ＢＴ‒ 5 戦車 157

ｌ 軽戦車 25

ｍ 化学戦車 12

ｎ 装甲車 385 133

小計（ｊ～ｎ） 386

ｏ　トラック類 5,854 667（139）

注⑴　ジューコフ報告書、641－42ページ

　⑵　コロミーエツ『ノモンハン戦車戦』101、125ページ
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ソ
軍
の
八
月
攻
勢
で
砲
弾
の
補
給
は
至
難
と
な
り
、
野
砲
13
連
隊
は
八
月
二
十
三
日
に
「
使
用
弾
薬
の
標
準
は
一
日
0
・
5
基
数
と
す
（
4
）

」

（
作
命
20
号
）
と
制
限
し
た
。
そ
れ
で
も
、
少
な
い
残
弾
を
直
接
照
準
で
ソ
軍
戦
車
に
撃
ち
か
け
た
が
、
第
12
中
隊
は
二
十
六
日
に
残
弾
22

発
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
火
砲
2
門
を
破
壊
さ
れ
、
戦
闘
力
を
失
な
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
で
全
期
間
に
わ
た
る
日
本
軍
の
射
耗
数
を
算
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
川
上
大
尉
の
報
告
書
に
、
概
数
だ
ろ
う
が
野

戦
重
砲
の
一
門
当
り
四
〇
〇
発
、
九
〇
野
砲
の
一
二
〇
〇
発
と
あ
る
「
発
射
弾
数
」
か
ら
推
計
す
る
と
計
約
二
万
発
、
野
砲
13
の
約
四
万

六
千
発
（
表
7
Ｉ
の
ｊ
）
を
加
え
る
と
、
総
計
六
万
六
千
発
と
い
う
規
模
が
浮
か
び
あ
が
る
。

こ
れ
を
相
当
す
る
ソ
連
軍
の
射
耗
四
三
万
発
（
表
9
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
に
比
べ
る
と
、
一
（
日
）
対
六
・
五
（
ソ
）
の
比
率
と
な
る
。
時
期
を

ピ
ー
ク
時
の
八
月
下
旬
に
絞
る
と
、
格
差
は
一
対
一
〇
を
超
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

川
上
報
告
が
ソ
連
軍
の
火
砲
に
つ
い
て
関
心
を
向
け
た
の
は
「
陣
地
変
換
を
頻
繁
に
実
施
す
る
、
射
撃
す
る
と
直
ち
に
後
退
す
る
が
如

し
」
と
記
し
た
よ
う
な
運
用
上
の
工
夫
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
は
、
ハ
ル
ハ
西
岸
に
布
陣
し
た

重
砲
群
は
射
程
限
界
（
14
〜
18
ｋ
ｍ
）
か
ら
砲
撃
し
、
し
か
も
機
動
力
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
日
本
の
砲
兵
は
「
射
撃
陣
地
の
変
更
を

好
ま
ず
、
機
動
性
に
全
く
欠
け
て
い
た
（
5
）

」
と
指
摘
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
主
要
兵
器
で
あ
る
戦
車
・
装
甲
車
は
七
月
上
旬
、
安
岡
戦
車
団
の
戦
闘
に
参
加
し
た
主
力
戦
車
の
八
九
式
中
戦
車
は
、

歩
兵
の
直
協
を
欠
い
た
ま
ま
ソ
軍
の
戦
車
・
装
甲
車
・
対
戦
車
砲
の
チ
ー
ム
に
反
撃
さ
れ
て
軽
戦
車
を
ふ
く
め
五
割
近
い
約
三
〇
両
を
失

な
い
、
関
東
軍
は
あ
わ
て
て
後
方
へ
転
進
さ
せ
た
。
支
那
事
変
で
戦
車
を
持
た
ぬ
中
国
軍
に
圧
倒
的
威
力
を
発
揮
し
た
油
断
と
指
摘
す
る

見
方
も
あ
る
が
、
陸
軍
と
し
て
は
初
体
験
に
な
る
戦
車
同
士
の
対
決
で
、
敗
北
を
喫
し
た
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
の
後
、
自
信
を
失
っ
た
関
東
軍
は
戦
車
団
の
投
入
を
た
め
ら
い
、
八
月
攻
勢
の
危
機
段
階
で
も
日
本
軍
は
戦
車
な
し
で
苦
闘
す
る
し
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か
な
か
っ
た
。
兵
士
た
ち
は
中
国
軍
と
同
じ
悲
哀
を
味
わ
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ジ
ュ
ー
コ
フ
将
軍
は
日
本
軍
の
戦
車
を
「
老
朽
で
装
備
も
悪
く
、
行
動
半
径
も
小
さ
い
」、「
技
術
的
に
未
熟
（
6
）

」
と
酷
評
し
た
が
、
ソ
連

軍
の
戦
車
も
技
術
的
、
運
用
上
の
難

が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

七
月
三
日
の
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
で
歩
兵
の
支
援
を
欠
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
軍
の
速
射
砲
と
火
炎
び
ん
攻
撃
で
Ｂ
Ｔ
戦
車
と
Ｂ
Ａ

装
甲
車
が
次
々
に
炎
上
し
た
。
四
か
月
後
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
中
央
へ
提
出
し
た
報
告
書
に
は
参
戦
兵
力
（
戦
車
一
八
二
両
、
装
甲
車
一
五
四

両
）
と
個
人
の
武
勇
談
は
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
に
、
モ
ス
ク
ワ
の
要
請
か
ら
か
損
失
数
に
は
触
れ
て
い
な
い
（
7
）

。

そ
れ
は
戦
車
と
装
甲
車
の
損
害
が
か
な
り
深
刻
な
衝
撃
で
、
軍
内
部
に
も
秘
し
て
お
き
た
い
事
項
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ジ
ュ
ー
コ
フ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
彼
は
二
度
と
同
じ
失
敗
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
応
急
の
対
策
も
講
じ
た
。

炎
天
下
の
高
速
進
撃
は
過
熱
と
被
弾
に
よ
る
引
火
を
招
く
の
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
エ
ン
ジ
ン
部
を
掩
う
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
取
り
つ
け
、
速

射
砲
の
有
効
射
程
外
か
ら
戦
車
砲
を
撃
つ
よ
う
に
指
示
し
た
。
八
月
攻
勢
時
に
は
少
数
だ
が
、
不
燃
性
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
装
備

し
た
Ｂ
Ｔ
7
Ｍ
Ｖ
2
型
を
投
入
す
る
。

一
方
、
損
傷
し
た
戦
車
を
牽
引
し
て
回
収
す
る
専
用
の
戦
車
と
ト
ラ
ク
タ
ー
を
準
備
し
、
全
損
を
減
ら
す
努
力
も
払
っ
た
。
コ
ロ
ミ
ー

エ
ツ
に
よ
る
と
八
月
攻
勢
の
十
日
間
に
、
第
6
、
11
両
戦
車
旅
団
の
三
一
七
両
の
う
ち
損
害
は
全
焼
四
四
両
で
、
撃
破
一
五
九
両
の
う
ち

八
六
両
は
回
収
し
修
復
し
た
と
さ
れ
る
（
8
）

。

そ
れ
で
も
、
ソ
連
軍
戦
車
の
損
耗
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
全
期
間
を
通
じ
た
損
失
は
、
表
8
が
示
す
よ
う
に
保
有
量
の
七
割
近

い
二
五
三
両
以
上
に
達
し
て
い
る
。
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
の
損
失
（
七
七
両
）
の
三
倍
以
上
で
、
戦
車
を
勝
利
の
た
め
に
す
り
つ
ぶ
す
の

を
い
と
わ
ぬ
消
耗
品
と
ソ
連
軍
が
割
り
切
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
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表 9　ソ連軍の砲弾射耗数

（1939年）

月

 砲種
Ａ 6 月 Ｂ 7 月 Ｃ 8 月 Ｄ うち

8月20日～30日
計

（Ａ～Ｃ）

ａ 152ミリ砲 468 6,593 18,799 12,464

ｂ 122ミリ砲 6,244 22,293 66,827 47,866

ｃ 107ミリ砲 ─ 2,869 16,528 10,055

ｄ 76ミリ野砲 7,565 34,399 104,338 72,565

ｅ 76ミリ連隊砲 2,576 34,486 61,031 40,045

ｆ 82ミリ迫撃砲 2,452 5,861 38,286 27,313

小計（ａ～ｆ） 19,905 106,501 305,809 210,328 432,515

ｆ 45ミリ対戦車砲 3,781 63,726 201,402 172,544

ｇ 76ミリ高射砲 2,842 6,553 16,979 10,636

出所：ジューコフ報告書、643ページ

表10　ノモンハン戦の創種別統計（全期間）

（単位：人）

創種 日本軍 ソ連軍 日露戦爭の
日本軍

支那事変の
日本軍

Ａ 入院患者 Ｂ 戦死体 Ｃ 死傷者 Ｄ 負傷者 Ｅ 死傷者

総数 11,479 1,797 15,251 152,906 331,464

1  砲創（％） 53.0 51.2 48.4 19.4 18.4

2  銃創 35.9 37.3 44.2 73.5 65.0

3  手榴弾創 4.2 3.7
2.6 10.1

4  爆傷 1.0 7.3

5  爆弾創 1.7 0.7 6.5

6  火傷 0.4 1.1

7  白兵創 0.4 0.5 0.9 4.5 0.6

〔出所〕　Ａは『関東軍〈 1〉』712ページ、Ｂは小松原日記（昭和14年10月31日）、

Ｃはクリヴォシェーエフ、Ｄは大江志乃夫『日露戦爭の軍事的研究』166

ページ、Ｅは陸自衛生学校『大東亜戦爭陸軍衛生史』第 1巻（1971）、604

ページ
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五
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モ
ン
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ン
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の
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括
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（
一
五
一
）

つ
い
で
に
補
給
任
務
に
従
事
し
た
車
両
（
ト
ラ
ッ
ク
、
コ
ン
テ
ナ
ー
、
燃
料
タ
ン
ク
車
な
ど
）
の
動
員
数
を
比
較
し
て
お
き
た
い
。
ソ
連
軍

の
主
補
給
線
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
端
末
で
あ
る
ボ
ル
ジ
ア
（
と
支
線
端
末
の
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
ス
ク
）
│
バ
イ
ン
ト
ゥ
メ
ン
（
二
五
〇
ｋ
ｍ
）
│

タ
ム
ス
ク
（
二
六
〇
ｋ
ｍ
）
│
ハ
ル
ハ
河
の
前
線
（
一
三
〇
ｋ
ｍ
）
に
達
す
る
全
長
約
七
〇
〇
ｋ
ｍ
の
無
舗
装
道
路
で
あ
っ
た
。

日
本
軍
の
鉄
道
端
末
で
あ
る
ハ
イ
ラ
ル
か
ら
ノ
モ
ン
ハ
ン
前
線
ま
で
二
日
で
一
往
復
で
き
る
一
六
〇
ｋ
ｍ
に
比
す
と
三
倍
以
上
の
距
離

が
あ
り
一
往
復
に
五
日
か
か
っ
た
の
で
、
ソ
連
軍
の
シ
ュ
テ
ル
ン
将
軍
が
「
計
り
知
れ
ぬ
困
難
（
9
）

」
と
強
調
し
た
の
も
当
然
だ
ろ
う
。
し
か

も
肉
を
除
き
、
現
地
調
達
の
可
能
な
物
資
は
皆
無
で
、
炊
事
用
の
マ
キ
ま
で
七
〇
〇
ｋ
ｍ
か
け
て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
八

月
攻
勢
を
見
す
え
た
将
軍
は
「
お
祭
り
に
向
け
て
す
べ
て
の
肴
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
全
力
回
転
し
た
（
10
）

」
と
誇
っ
て
い
る
。

所
要
の
ト
ラ
ッ
ク
類
は
ジ
ュ
ー
コ
フ
軍
団
と
ザ
バ
イ
カ
ル
軍
管
区
で
も
足
ら
ず
、
中
央
か
ら
増
援
さ
れ
た
一
六
二
五
両
を
ふ
く
め

五
八
五
四
両
を
か
き
集
め
た
。
そ
し
て
八
月
一
日
の
時

で
砲
兵
弾
薬
六
〇
〇
ト
ン
、
航
空
弾
薬
二
二
〇
ト
ン
、
燃
料
二
二
〇
ト
ン
、
食

料
一
三
二
ト
ン
、
マ
キ
二
四
〇
ト
ン
な
ど
計
一
九
五
〇
ト
ン
の
補
給
日
量
を
確
保
し
た
が
、
地
上
部
隊
の
一
部
は
徒
歩
行
軍
を
強
い
ら
（
11
）

れ

た
。一

方
、
日
本
軍
は
作
戦
要
務
令
で
ト
ラ
ッ
ク
の
一
日
行
程
を
一
〇
〇
ｋ
ｍ
と
規
定
し
て
い
た
先
入
感
も
あ
り
、
第
二
十
三
師
団
後
方
参

謀
の
伊
藤
昇
大
尉
は
、
ハ
ル
ハ
渡
河
戦
直
前
の
七
月
一
日
に
田
坂
自
動
車
隊
指
揮
官
（
自
動
車
四
連
隊
長
）
へ
、「（
わ
が
軍
は
）
後
方
で
勝

て
る
。
敵
は
、
六
〇
〇
ｋ
ｍ
、
我
は
一
六
〇
ｋ
ｍ
だ
か
ら
（
12
）

」
と
楽
觀
的
見
通
し
を
伝
え
て
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、
関
東
軍
は
自
動
車
の
動

員
で
も
逐
次
投
入
の
失
敗
を
く
り
返
す
。

七
月
上
旬
は
約
六
〇
〇
両
、
同
下
旬
に
や
っ
と
一
〇
〇
〇
両
に
達
し
た
が
、
シ
ボ
レ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
の
輸
入
車
に
比
し
、
い
す
ず
や

ニ
ッ
サ
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
は
故
障
が
多
く
可
動
率
は
七
五
％
を
下
ま
わ
っ
た
ら
し
い
（
13
）

。

一
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
一
五
二
）

自
動
車
一
連
隊
中
隊
長
の
岩
坪
博
秀
大
尉
は
ソ
連
軍
の
八
月
攻
勢
が
開
始
さ
れ
た
時

で
関
東
軍
自
動
車
隊
は
、
満
鉄
の
徴
用
車
や
中

国
戦
場
か
ら
の
転
用
を
ふ
く
め
約
二
千
両
に
達
し
、
日
量
一
五
〇
〇
ト
ン
を
前
線
に
輸
送
し
て
い
た
と
回
想
す
る
（
14
）

。
ソ
連
軍
の
一
九
五
〇

ト
ン
と
大
差
は
な
い
。

九
月
に
入
り
準
備
さ
れ
た
第
六
軍
の
反
撃
で
は
三
千
両
を
集
め
、
十
二
日
ま
で
に
弾
薬
一
〇
基
数
、
糧
食
一
〇
日
分
を
集
積
し
た
が
発

動
に
至
ら
ず
、
十
五
日
に
停
戦
を
迎
え
た
（
15
）

。

創
種
別
統
計

最
後
に
表
10
に
示
し
た
参
戦
兵
士
た
ち
の
死
亡
と
負
傷
の
原
因
と
な
っ
た
「
創
種
別
統
計
」
か
ら
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
性
格
を
觀
察
し

て
み
た
い
。

こ
の
種
の
統
計
は
日
露
戦
爭
、
第
一
次
大
戦
の
頃
か
ら
調
査
さ
れ
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
で
も
日
ソ
両
軍
の
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
。
日
本

軍
の
場
合
は
調
査
対
象
が
入
院
患
者
と
戦
死
体
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
が
一
万
一
千
余
人
に
対
し
、
後
者
は
約
千
八
百
人
で
全
戦
死
者
の

約
二
割
に
す
ぎ
な
い
が
、
内
容
で
は
あ
ま
り
差
違
が
な
い
。

順
位
も
第
1
位
の
砲
創
、
2
位
の
銃
創
を
足
し
あ
わ
せ
る
と
Ａ
、
Ｂ
の
い
ず
れ
も
九
割
近
く
に
達
す
る
。
第
3
位
は
戦
傷
者
が
手
榴
弾

創
、
死
者
は
爆
創
（
飛
行
機
の
爆
弾
、
地
雷
等
の
爆
発
物
）
だ
が
、
砲
創
と
爆
創
の
計
が
ほ
ぼ
同
数
な
の
で
、
死
者
の
場
合
に
砲
創
と
爆
創

は
区
別
し
に
く
い

が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

銃
劍
が
主
体
の
白
兵
創
（
0.4
〜
0.5
％
、
戦
傷
者
の
実
数
は
45
人
、
戦
死
者
は
9
人
）
は
、
日
露
戦
爭
時
の
4.5
％
と
比
べ
て
格
段
に
少
な
い
の

が
明
瞭
で
あ
る
。
戦
記
を
探
し
て
も
、
銃
劍
同
士
で
戦
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
見
か
け
な
い
。

一
五
二



ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
総
括
（
秦
）

（
一
五
三
）

注（
1
） 

「
昭
和
14
年
満
受
大
日
記
」
第
15
号
│
一
〇
〇
の
「
人
馬
現
員
表
」

（
2
） 
川
上
砲
兵
大
尉
「
満
蒙
国
境
事
変
に
お
け
る
関
係
資
料
其
七
」（
防
衛
研
究
所
、
満
州
│
ノ
モ
ン
ハ
ン
│
一
六
三
）

（
3
） 
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
車
戦
』（
大
日
本
絵
画
、
二
〇
〇
五
）
一
四
六
ペ
ー
ジ

（
4
） 

福
永
薫
祐
大
尉
（
野
砲
13
連
隊
副
官
）
手
記
（
防
衛
研
究
所
、
満
州
│
ノ
モ
ン
ハ
ン
│
二
三
三
）

（
5
） 

ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
、
六
四
一
ペ
ー
ジ

（
6
） 

『
ジ
ュ
ー
コ
フ
元
帥
回
想
録
』
一
三
二
ペ
ー
ジ

（
7
）  

現
在
で
も
正
確
な
統
計
は
不
明
。
鎌
倉
英
也
は
、
ロ
シ
ア
軍
事
史
公
文
書
館
で
七
月
三
日
か
ら
十
二
日
ま
で
に
、
焼
失
が
戦
車
五
一
両
、
装
甲

車
六
〇
両
、
部
分
損
傷
が
戦
車
七
四
両
、
装
甲
車
七
両
の
記
録
を
発
見
し
て
い
る
（
鎌
倉
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
隠
さ
れ
た
戦
爭
』
一
七
七
ペ
ー
ジ
）。

七
月
三
日
だ
け
に
限
っ
た
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
の
不
完
全
な
数
字
は
、
戦
車
八
〇
両
、
装
甲
車
四
五
両
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
、

七
七
│
七
八
ペ
ー
ジ
）。

（
8
） 

前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
、
一
二
一
ペ
ー
ジ

（
9
） 

シ
ュ
テ
ル
ン
報
告
書
、
六
〇
三
ペ
ー
ジ

（
10
） 

同
右
、
六
一
〇
ペ
ー
ジ

（
11
） 

ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
書
、
六
七
八
ペ
ー
ジ

（
12
） 

田
坂
専
一
「
関
東
軍
自
動
車
第
4
連
隊
の
行
動
」（
防
研
所
蔵
、
満
州
│
ノ
モ
ン
ハ
ン
│
一
四
六
）

（
13
）　
『
自
動
車
第
一
連
隊
史
』（
一
九
八
二
）
二
三
二
ペ
ー
ジ

（
14
）　

同
右

（
15
）　

島
貫
武
治
「
作
戦
用
兵
上
よ
り
觀
た
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
教
訓
」（
防
研
蔵
、
一
九
三
九
年
九
月
二
日
）

一
五
三




